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令和元年 

 

第３回伊是名村議会定例会会期日程 

 

会 期  ８日間     

自 令和元年９月１７日 

至 令和元年９月２４日 

月  日 曜日 会議、休会、その他 

９月１７日 火 
本会議(開会、諸般の報告、行政報告、 

一般質問、議案審議） 

９月１８日 水 本会議（議案審議） 

９月１９日 木 休会（決算特別委員会） 

９月２０日 金 休会 

９月２１日 土 休会 

９月２２日 日 休会 

９月２３日 月 休会 

９月２４日 火 本会議（議案審議、閉会） 
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（議決結果） 

令和元年第３回伊是名村議会定例会議決一覧 

議案番号 件       名 
議 決 

年月日 

議決の 

結 果 

報  告 

第 ３ 号 

平成３０年度の健全化判断比率及び

資金不足比率の報告について 

令和元年 

９月１７日 
報  告 

議  案 

第３２号 

伊是名村簡易水道事業給水条例の一

部を改正する条例 
〃 原案可決 

議  案 

第３３号 

伊是名村農業集落排水処理施設の設

置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例 

〃 原案可決 

議  案 

第３４号 

伊是名村船舶運航事業特別会計条例

の一部を改正する条例 
〃 原案可決 

議  案 

第３５号 

北部広域市町村圏事務組合規約の変

更について 

令和元年 

９月１８日 
原案可決 

議  案 

第３６号 

令和元年度伊是名村一般会計補正予

算（第３号） 
〃 原案可決 

議  案 

第３７号 

令和元年度伊是名村後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号） 
〃 原案可決 

議  案 

第３８号 

令和元年度伊是名村簡易水道事業特

別会計補正予算（第１号） 
〃 原案可決 

議  案 

第３９号 

令和元年度伊是名村農業集落排水事

業特別会計補正予算（第１号） 
〃 原案可決 

議  案 

第４０号 

令和元年度伊是名村港湾整備事業特

別会計補正予算（第１号） 
〃 原案可決 

議  案 

第４１号 

令和元年度伊是名村育英事業特別会

計補正予算（第１号） 
〃 原案可決 

議  案 

第４２号 
物品購入契約の締結について 〃 原案可決 

陳  情 

第 １ 号 
県産品の優先使用について（要請） 〃 採  択 
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認  定 

第 １ 号 

平成３０年度伊是名村一般会計歳入

歳出決算の認定について 

令和元年 

９月２４日 
認  定 

認  定 

第 ２ 号 

平成３０年度伊是名村国民健康保険

特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

令和元年 

９月２４日 
認  定 

認  定 

第 ３ 号 

平成３０年度伊是名村後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

〃 認  定 

認  定 

第 ４ 号 

平成３０年度伊是名村簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

〃 認  定 

認  定 

第 ５ 号 

平成３０年度伊是名村農業集落排水

事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

〃 認  定 

認  定 

第 ６ 号 

平成３０年度伊是名村港湾整備事業

特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

〃 認  定 

認  定 

第 ７ 号 

平成３０年度伊是名村船舶運航事業

特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

〃 認  定 

認  定 

第 ８ 号 

平成３０年度伊是名村育英事業特別

会計歳入歳出決算の認定について 
〃 認  定 
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令和元年第３回伊是名村議会定例会会議録 第１号 

招集年月日  令和元年９月１７日 

招集の場所  伊是名村議会議事堂 

開会・閉会 

議長の宣告 

開会 令和元年９月１７日 １０時２７分 議長 宮城安志 

散会 令和元年９月１７日 １６時０８分 議長 宮城安志 

 

議員の出席及び欠席 

出席１０名 欠席０名 

議席番号 氏   名 出欠別 議席番号 氏   名 出欠別 

１ 前 川 秀 和 出  席 ８ 前 田  清 出  席 

２ 宮 城 義 秀 〃 ９ 東 江 克 伸 〃 

３ 仲 田 正 務 〃 10 潮平そのみ 〃 

５ 東 江 清 和 〃 11 宮 城 安 志 〃 

６ 東 江 源 也 〃    

７ 伊 禮 正 徳 〃    

 

会議録署名議員 

６番 東 江 源 也 ７番 伊 禮 正 徳 

                                  

職務のため会議に出席した者の職氏名 

議会事務局長 高 良 和 彦 議会事務局主事 久 高 孝 恵 

                                  

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 

村 長 前 田 政 義 農林水産課長 諸 見 直 也 

副 村 長 奥 間  守 建設環境課長 末 吉 長 吉 

教 育 長 名 嘉  正 教育振興課長 濱 里  篤 

総 務 課 長 兼 元 清 永 住民福祉課長 諸見美奈子 

会 計 管 理 者 前 田 秀 光 商工観光課長 前 川 栄 進 

企画政策課長 神 田 宗 秀   
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会議の経過 別紙のとおり 

会議に付した事件       令和元年９月１７日 

 会議録署名議員の指名 

 会期の決定 

 諸般の報告 

 行政報告 

 議員派遣の件 

 一般質問 

 平成３０年度の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 伊是名村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 

 伊是名村農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を 

改正する条例 

 伊是名村船舶運航事業特別会計条例の一部を改正する条例 

 



 - 6 - 

令和元年第３回伊是名村議会定例会議事日程（第１号） 

１．開 議 午前１０時 

２．付議事件及び順序      令和元年９月１７日（火） 

日程番号 議案番号 件     名 

１  会議録署名議員の指名 

２  会期の決定 

３  諸般の報告 

４  行政報告 

５  議員派遣の件 

６  一般質問 

７ 報告第３号 
平成３０年度の健全化判断比率及び資金不足比率

の報告について 

８ 議案第32号 
伊是名村簡易水道事業給水条例の一部を改正する

条例 

９ 議案第33号 
伊是名村農業集落排水処理施設の設置及び管理に

関する条例の一部を改正する条例 

10 議案第34号 
伊是名村船舶運航事業特別会計条例の一部を改正

する条例 
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令和元年第３回伊是名村議会定例会一般質問通告書（総括） 

質 問 者 質 問 事 項 質問の相手 

伊 禮 正 徳 
１.防災対策の取り組みについて 

２.集中豪雨による土砂災害ヶ所の対処について 
村 長 

仲 田 正 務 赤崎海浜の景観対策について 村 長 

潮平そのみ チヂン山の展望台について 村 長 

東 江 源 也 
１.村内公衆トイレの洋式化について 

２.アハシチの浜整備について 
村 長 

東 江 克 伸 海の赤土汚染について 村 長 

宮 城 義 秀 区長委託料の増額改定について 村 長 

前 田  清 具志川島土地利用について 村 長 
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議長（宮城安志） 

 ただいまから令和元年第３回伊是名村議会定例会を開会いたしま

す。 

 ただいまの出席議員は１０人です。 

 これから本日の会議を開きます。          （午前１０

時２７分） 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりでございます。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

 日程第１ 

 会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、

６番東江源也議員、及び７番伊禮正徳議員を指名します。 

 日程第２ 

 会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会は、本日９月１７日から９月２４日までの

８日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、会期は本日９月１７日から９月

２４日までの８日間に決定いたしました。 

 本日、９月１７日午後の一般質問には、伊是名中学校３年生９名が

傍聴に来ますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、会期中の会議予定等は、お手元に配付の会期日程表のとおり

であります。 

 日程第３ 

 諸般の報告を行います。令和元年６月１日から８月３１日までの諸

般の報告を行います。報告書を配付しておりますので、要点だけを朗

読し、報告といたします。 

 ６月５日（水）、伊平屋・伊是名架橋建設推進協議会理事会が伊平

屋村に於いて開催され参加いたしました。 

 ６月６日（木）、県議会文教厚生委員会（狩俣信子委員長）委員８
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名が伊是名村を訪れ、懇親会に議員共々参加いたしました。 

 ６月１２日（水）、令和元年第２回定例会招集され１２日から１３

日の２日の会期で、報告２件・承認３件・議案４件が提出され議員各

位及び執行部の協力の下、無事原案のとおり可決終了致しました。 

 ６月２０日（木）、伊平屋・伊是名架橋建設促進協議会総会が伊是

名村産業支援センターで行われ全議員が参加致しました。 

 ６月２３日（日）、令和元年度第５０回伊是名村戦没者慰霊祭が挙

行され、追悼のことばを申し述べ、御霊(みたま)のご冥福をお祈り致

しました。 

 ６月３０日（日）、第１８回幼・小・中合同運動会が小学校で行わ

れ、職域リレーに議会チームが参加しました。 

 ７月１日（月）、伊是名村村政施行８０周年記念式典・祝賀会に参

加、お祝いのことばを述べました。 

 ７月８日（月）、北部市町村議会議員・事務局職員研修会が宜野座

村で行われ、北部１２市町村の議会議員及び事務局職員が研修会とス

ポーツレクを行いました。研修会に於いて学校法人日本体育大学学長

具志堅幸司氏より講話が有り、北部広域圏事務組合と日体大とのス

ポーツ振興連携協定を遠慮無く利用して下さいとありました。 

 ７月１３日（土）、議会議員の交流事業として伊平屋村まつりのハー

リー大会に全議員で参加しました。 

 ７月３０日（火）、令和元年第２回伊是名村議会臨時会開催され、

議案５件が提出され議員各位及び執行部の協力の下、無事原案のとお

り可決終了致しました。 

 ８月２０日（火）、令和元年第１回伊是名村こども議会、これは１

０月２４日開催する予定です。それにあたり、事前指導を産業支援セ

ンターで行いました。 

 ８月２２日（木）、「伊平屋空港建設」「伊平屋・伊是名架橋建設

早期実現」に関する要請活動を副議長共々、上原国定沖縄県土木建築

部長に行いました。 

 ８月２３日（金）、第５４回北部広域圏事務組合定例会及び北部基
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幹病院に関する意見交換会が開催され参加いたしました。 

 次に、村監査委員から地方自治法第２３５条の２第３項の規定に基

づき、令和元年４月分から６月分の例月現金出納検査結果報告書が提

出されております。 

 また、土地開発公社から地方自治法第２４３条の３第２項の規定に

基づき、平成３０年度事業報告及び決算報告書が提出されております。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 日程第４ 

 行政報告を行います。村長から行政報告の申し出があります。これ

を許します。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 それでは、行政報告を致す前に一言ご挨拶を申し上げます。 

 第３回伊是名村議会定例議会を招集しましたところ、全員お揃いで

ご参集いただきまして、誠に有難うございました。 

 去った８月３日から４日にかけて第２０回伊是名尚円王まつりを

開催しましたが、議員各位はじめ、多くの皆さんがまつりに参加して

いただきまして、大変有難うございました。 

 また、宮腰前沖縄担当大臣がお越しの際は、その受け入れについて

も議員各位をはじめ、多くの関係者が参加をしていただきまして、有

難うございました。 

 なお、ご承知のとおり、後任の担当大臣には大分県出身の衛藤晟一

新大臣が就任されております。私たちの懸案であります架橋建設につ

いても、新しい大臣にこれから要請をしてまいりたいと考えておりま

す。 

 本定例会には、報告１件と条例一部改正が３件、その他１件、補正

予算が６件、契約が１件、平成３０年度の決算が８件、合計２０件上

程をいたしております。どうぞよろしくお願いをいたします。 

 それでは、令和元年６月１日から令和元年８月３１日までの行政報

告を申し上げます。 

 なお、詳細については、お手元の報告書のとおりでありますので、



 - 11 - 

主な点だけ読み上げて報告をしたいと思います。 

 ６月３日（月曜日）、北部市町村会総会が行われ、それに出席をい

たしました。 

 また、沖縄総合事務局開発建設部と北部１２市町村との行政懇談会

があり、その中において本村からは伊平屋・伊是名架橋建設促進につ

いて、公共工事に係る工事費増額配分について、並びに令和２年度以

降の沖縄振興予算満額確保についての支援方をお願いいたしており

ます。 

 ４日（火曜日）、髙江洲昌幸県市町村課長が来訪しまして、臨時職

員に関する条例等の整備要請を受け入れております。これはご承知の

とおり、任用職員制度の導入手続きが始まるということで、県におい

ては、９月定例議会に上程する予定であるというふうに伺っておりま

す。 

 なお、本村は１２月定例議会を目途にしていま準備を進めていると

ころであります。 

 ５日（水曜日）、伊平屋・伊是名架橋建設促進協議会理事会が伊平

屋村役場において行われました。令和元年度伊是名村学力向上推進委

員会総会があり、出席をいたしました。 

 ２ページをお願いします。６日（木曜日）、県議会文教厚生委員会

の狩俣信子委員長他一行が来訪しまして、翌日７日（金曜日）に県議

会文教厚生委員会と伊是名村との意見交換会を行いました。 

 本村からは、伊平屋・伊是名架橋の早期実現について。沖縄振興予

算の拡充について。北部地域における基幹病院の整備について。離島

患者等支援事業補助金について。離島出身高校生の修学支援について

要望いたしております。 

 それから９日（日曜日）、フェリーいぜな尚円中間検査ドックが６

月９日から６月２４日の予定で出発をいたしております。 

 次に３ページ、１２日（水曜日）、令和元年第２回定例議会が招集

されまして、会期は、６月１２日から６月１３日、２日間でありまし

た。 
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 それから２０日（木曜日）、令和元年度沖縄県消防指令センターと

村消防団との意見交換会があり、その中において天久久志情報政策管

理官、大城侑馬司令官が来訪しまして、懇談会を行っております。 

 なお、同日、伊平屋・伊是名架橋建設促進協議会総会が行われまし

た。 

 次、４ページお願いします。２３日（日曜日）、第５０回伊是名村

戦没者慰霊祭が挙行されました。 

 ２４日（月曜日）、フェリーいぜな尚円航海安全祈願祭を行ってお

ります。 

 それから仲田港屋根付き利便施設(荷捌場)建築場所確認をするた

め、検討会議がもたれました。その中において、現場にて検討した結

果、現施設に接続して建築する案を県に要請することで意見一致いた

しました。 

 ２６日（水曜日）、沖縄タイムス本社を訪問いたしまして、いぜな

８８トライアスロン大会並びに尚円王マラソン大会の開催について

の協力要請をいたしております。 

 ５ページお願いします。同日、伊是名漁協令和元年度通常総会が開

催されましたが、それには副村長が出席をいたしております。 

 ３０日（日曜日）、令和元年度幼小中合同運動会が開催されました。 

 ７月１日（月曜日）、伊是名村村政施行８０周年記念歌碑建立除幕

式が１４時から旧小学校跡西側にご存じのとおり「ゑにしあらば ま

たも来てみん伊是名島 田の面につづく松の村だち」の歌碑建立をい

たしました。 

 また、１５時から産業支援センターホールで伊是名村村政施行８０

周年記念式典を行っております。 

 ６ページお願いします。２日（火曜日）、沖縄地域医療センター崎

原永作センター長が来訪しまして、地域医療情報交換を行っておりま

す。 

 ４日（木曜日）、北部病院久貝忠雄院長が来訪しました。 

 その中において、県知事あての要望をいたしております。内容とし
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ましては、伊是名診療所医師住宅の改築並びに看護師住宅の建築につ

いてお願いいたしております。 

 診療所については、築２８年、住宅については４２年、かなり老朽

化している状況も説明をし、現場もご覧になっていただきました。 

 口頭ではありますが、医師並びに看護師は２４時間態勢で村民の健

康を守っており、体や心の休まる間もない状況である。従いまして、

研修機会等計画的に実施し、心身のケアを図る上で、医師並びに看護

師の待遇改善を図っていただきたいというふうにお願いをいたして

おります。 

 玉城佳卓北部農林土木事務所所長が来訪いたしました。 

 また同日、長嶺豊県農林水産部長が来訪しまして、翌日、５日（金

曜日）には伊是名村さとうきび増産計画プロジェクト会議がＪＡ伊是

名支店３階会議室で行われております。 

 ８日（月曜日）、教育支部懇談会が７月８日から７月１０日にかけ

て行われております。 

 ８ページをお願いします。２３日（火曜日）、第１回沖縄県過疎地

域活性化研究会が自治会館で行われまして、出席をいたしました。 

 ２６日（金曜日）、令和元年度第１回沖縄県介護保険広域連合運営

会議が開かれ、出席をいたしました。 

 ３１日（水曜日）、令和元年度県産品優先使用要請行動団玉那覇美

佐子団長他一行が来訪しまして、要請を受けております。 

 ８月２日（金曜日）、大城賢吾沖縄県映像制作チームが取材のため

来訪いたしました。これは主に村政施行８０周年記念特別番組として

沖縄テレビが制作をし、それを放映する予定であります。 

 なお、放映もいたしております。ご覧になったと思いますが、素晴

らしい内容だったというふうに思っております。 

 ３日（土曜日）、第２０回いぜな尚円王まつり、４日、同じく２日

目も行われ、天候が心配されましたが、無事２日間、終了することが

できました。 

 １９日（月曜日）、松堂徳彦本部警察署副署長が来訪しまして、大
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規模災害発生時における自治体の役割についての説明を受けており

ます。 

 次、１０ページをお願いします。２１日（水曜日）、北部広域市町

村圏事務組合理事会が行われ、出席をいたしました。 

 まず一つ目に議題として基幹病院に関する意見交換会を行ってお

ります。その中におきまして、ぜひこれは整備をしなければいけない

課題であるということで１２市町村長がそれを確認し、県に整備をす

るよう要請するということで意見が一致し、要請することになりまし

た。 

 ２２日（木曜日）、上原国定県土建部長に要請活動を行っておりま

す。これは伊平屋村、伊是名村両村揃って行っております。 

 まず１つ目に、伊平屋空港整備について。２つ目に、伊平屋・伊是

名架橋建設についてを要望いたしております。 

 ２３日（金曜日）、第１７回ＪＡ沖縄伊是名支店事業報告会並びに

感謝の集いが行われ、出席をいたしました。 

 ２６日（月曜日）、北部市町村会が行われ、出席をいたしておりま

して、その中において私の方からも強くこれまで１２市町村はやんば

るを一つだという合言葉で進めておりましたが、こと基幹病院に関し

ては、やんばるはまだまだ一つにはなっていないと、バラバラである

と。ぜひこれをまとめて北部市町村会長、それから広域圏理事会理事

長お二人で先頭に立ってまとめてもらいたいということで二人で頑

張って、それをまとめて県に要望することといたしました。 

 １１ページお願いします。２７日（火曜日）、北部市町村会総会が

あり、出席をいたしました。 

 また終了後、県土建部と北部１２市町村との行政懇談会があり、そ

の中で本村からは４点要望いたしました。 

 まず１点目に公共建設工事費に係る配分額の増額について。２点目

に仲田港静穏度対策について。３点目に県道仲田・伊是名線沿道に琉

球松を植栽してもらいたい。４点目に伊平屋・伊是名架橋建設につい

て。以上、４点について要望いたしました。 
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 ２８日（水曜日）、北部市町村会の北海道視察研修が行われ、８月

２８日から８月３１日まで視察研修を行っております。 

 内容としましては、奄美・やんばる世界自然遺産登録について、い

ま取り組んでおりますが、それについての勉強会視察を行って、北海

道の知床自然遺産現地視察研修等を行っております。 

 以上が、令和元年６月１日から令和元年８月３１日までの行政報告

であります。 

 なお、詳細につきましては、お手元の報告書のとおりでございます。

よろしくお願いをいたします。 

議長（宮城安志） 

 日程第５ 

 議員派遣の件を議題といたします。 

 お諮りします。これより全議員による村内視察を行いたいと思いま

す。 

 さらに、お手元に配付した別紙研修会に全議員を派遣したいと思い

ます。 

 しかしながら、いいなまつりの派遣については、検討中であるとい

うことで保留にいたします。それでよろしいでしょうか。ご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件については、これ

から全議員による村内視察を行うことに決定いたしました。 

 また、別紙研修会に全議員を派遣することについては、一つ、いい

なまつりについては、まだ検討中であると。他については、派遣する

ことに決定いたしました。 

 しばらく休憩いたします。 

休憩 午前１０時５０分 

再開 午後 １時４０分 

議長（宮城安志） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 日程第６ 

 一般質問を行います。７名の議員が一般質問通告を行っております。

順次、発言を許します。７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 １．防災対策の取り組みについて。近年、全国各地に被害をもたら

す、未曽有の大規模自然災害は県内や村にも何時、発生し被害を受け

るか予測できません。 

 万一発生した場合、村民、観光団には避難長期化を強いられること

が予想されます。以下の件は想定外災害事態に備えるべき、最も急務

な対策だと思います。 

 ①各避難所の食糧備蓄用（屋内外）倉庫の整備。 

 ②各避難所の人数相当分、食糧供給計画に基づく食糧飲料水等の備

蓄。資器材など避難生活必要備品の完備。 

 ③全村民を対象とした防災雛訓練を定期的に実施する計画。 

 以上３点について、村長の見解を伺います。 

 ２．集中豪雨による土砂災害ヶ所の対処について。昨年６月、島で

発生した集中豪雨は村内各地で大きな被害を受けています。その一つ

に伊是名診療所、歯科診療所西裏側のアーガ山斜面が土砂崩れ地滑り

が起きているが、崩落寸前で二次災害を防ぐ応急処置もされていない

現状である。両医療機関施設への二次被害が大変懸念されます。 

 その後、調査対策はされたのか、復旧の目途について、村長の見解

を伺います。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 伊礼正徳議員の質問にお答えします。 

まず、1点目に各避難所の食糧備蓄用（屋内外）倉庫の整備について 

災害に備えて事前に対策を講じることは、これまでに発生した各地の

災害状況をとおして非常に重要な課題であると、認識致しております。 

その対策の1つとして、備蓄倉庫を整備することは、災害に備えての
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食料品、生活必需品、資器材などを備蓄することを可能とし、また、

インフラが復旧して、日常生活に戻るまでの間、最低限度の生活を送

ることができる事から、早急な整備が必要であると考えます。整備に

あたっては、大きさや設置場所の検討を行いながら補助事業で整備し

ている前例もあることから早めに対応してまいります。 

２点目に各避難所の人数相当分、食糧供給計画に基づく食糧、飲料水

等の備蓄資器材など避難生活必要備品の完備について 

平成２９年３月策定の伊是名村地域防災計画の中で、給水計画、食糧

供給計画及び生活必需品供給計画等があり、その計画を踏まえ、備蓄

目標の設定を行うことになります。その詳細については、担当課長か

ら答弁させることとします。 

３点目に全村民を対象とした防災避難訓練を定期的に実施する計画

について 

災害発生時に、策定した防災計画やマニュアルどおりに、避難がしっ

かりとできるかは、事前の訓練が繰り返し行われたかによって対応の

在り方が大きく左右されるもの思われます。したがって、住民の安全

を確保する上でも訓練を通して避難経路や場所を確認し、いざという

ときにはスムーズに避難ができる体制づくりは非常に重要でありま

す。 

 よって、避難訓練は定期的に実施していくこととし、本年度は沖縄

県広域地震・津波避難訓練に併せて、訓練が実施できるように取り組

んでまいります。 

 次に、２点目の集中豪雨による土砂災害ヶ所の対処についてお答え

いたします。 

 ご承知のとおり、昨年６月上旬から中旬にかけて梅雨前線や台風６

号の影響により、本村観測史上初となる４８時間雨量が５００ミリを

超え、１時間最大雨量も８４ミリと大雨となりました。 

 それまで干ばつ状態で貯水率の低かったダムや溜め池も満水状態

となり、ひとまず安堵する一方、集落内では排水路等が氾濫し、床下、

床上浸水などの被害があり、ほ場では表土の浸食、道路等では法面の
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崩落など、数カ所災害が発生してしまいました。 

 最大瞬間風速３０メートルを超える突風により、ＪＡのライスセン

ターや園芸施設も大きな被害を受けました。 

 ご質問の伊是名診療所及び歯科診療所裏側の斜面についても同じ

く法面の一部崩落が見られ、そのため建物に被害が及ばないよう、応

急対策として崩落の一因と思われるモクマオウ巨木の伐採と、土砂の

撤去を役場職員を中心に行っております。 

 これまでも何度か役場職員等による草刈り美化作業と併せて、成長

の早いモクマオウなどの伐採を行ってきております。今後の対策とし

ては、関係する部署で検討中ではありますが、現場は急斜面であり、

機械の進入口や作業範囲が広範囲であるということも考慮すると、か

なり莫大な費用が予想されます。 

 このことから該当する補助事業メニューがないかどうか調査検討

してまいりたいと考えております。以上でございます。よろしくお願

いします。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 １点目の各計画に基づく備蓄についてお答えいたします。 

 はじめに給水計画において、被災者に対する給水量は必要最低限度

の生活が維持できる量を一人一日３リットルを基本としていること

から、一日分を備蓄し、給水車や応急給水拠点による応急給水が開始

されるまでの間の必要な飲料水を確保することになっております。 

 また、食料品については、村人口の２０分の１の３日分を備蓄目標

としています。 

 食糧供給計画では、食糧供給のための調達、炊き出し及び配給等に

ついて定められ、炊き出しを実施する場合、災害発生時から７日以内、

供給する場合は現物をもって３日以内の食糧を支給する計画であり

ます。 

 生活必需品供給計画においては、衣料品及び寝具など、生活必需品
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の調達及び貸与に関することが定められ、その主な物資については寝

具、衣類、身の回り品、炊事用品、日用品などであります。よって、

それらの物資の備蓄が必要になるかと思います。 

 本村では、令和３年度までの防災対策の主な取り組みとして、料品

をはじめ、生活物資等の備蓄を掲げていることから、早急に取り組ん

でいきたいと考えております。以上でございます。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 それでは再質問に入ります。今回、数カ月前から防災関係の質問を

行うことで調査している最中、ご承知のとおり、全国各地に容赦なく

襲来する台風など、自然災害は異常な気象とも言えます。 

 熊本の３年前の地震や九州北部地区の洪水など、先の台風１５号に

よる千葉県の被害はまだ大規模停電が続き、不自由な生活が強いられ

ています。 

 また、非常食物資などの供給不足など、甚大な被害となっています。

被災された方々のお見舞いを申し上げ、一日も早い復興を心から願っ

ているところであります。 

 このような予想だにしない被害には、行政の対策や対応、完備など

大きな課題となり、指摘が報道されています。 

 我が村においては、迅速かつ対応に努め、災害に強い村づくりに取

り組むべきだと思い、これから再質問の方に入っていきたいと思いま

す。 

 まず、①避難所の食糧備蓄倉庫の整備についてですが、現在、私が

質問している要旨は倉庫なんですが、防災担当の総務課長、今回、避

難所は伊是名村には何カ所でしょうか、お願いします。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 避難所としまして、災害時は、各字公民館５カ所、大規模災害時の
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場合は伊是名小学校、伊是名中学校、臨海ふれあい公園体育館、伊是

名村産業支援センターの４カ所となっております。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 避難所に備蓄倉庫はできないという質問の要旨であります。 

 先程計画を述べられていましたが、この計画は人口の２０分の１と

か、いろいろあります。そうしましたら、約６００食しかありません。

これもわずか３日間ということになります。私が提言するのは、いま

言われた避難所、例えば産業支援センター、各公民館、小学校、中学

校、備蓄倉庫、あと４～５年で完備はするという会議等の様子ではあ

りますが、そのような体制で、その間、災害がないとは言えないと思

います。来年、再来年と言わず、即完備すべきではなかろうかと思っ

て質問していますけれども、計画に基づいて計画どおりにするという

考えであるのかどうか、再度確認します。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。災害の対処ということで至急しないといけないとい

うのもありますけれども、先程村長から申し上げたように大きさ、あ

るいは場所とか、そういったものを検討しながら早くできたらいいな

と思っております。 

 それと補助事業がある間にやっていきたいと思っております。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 例えば、各集落の公民館、そして小学校、中学校、産業支援センター

は、いま自主避難所として使われて、あと公民館も使われていますが、

台風の場合は一日ぐらいで避難解除されます。それが長期化すると一

週間とか予想できない状況であります。各市町村の倉庫を確認してみ
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ました。防災担当課長としても調査はされていると思います。伊是名

村が全くされてない。離島はましてやとても重要なことだと思ってお

ります。 

 一日も早い倉庫の整備にあたってほしいと思いますが、最近、琉球

大学がコンテナ式の防災用備蓄を開発され、大きく報道されました。

太陽光パネル、自家発電式で各市町村の避難所にも活用してほしいと

いうことでした。これも国のエネルギー基盤研究事業、補助事業を活

用して開発されたものであります。こういった情報は聞いていますで

しょうか、お願いします。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 新聞報道で拝見しております。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 この記事なんですが、耐水性や断熱性に優れ、備蓄を長期保存でき

る。当倉庫で１００人分の食料と水が３日分確保できるものでありま

す。自家発電機能能により、携帯電話等、テレビや電気も設置されて

いるものだそうです。これをぜひ各市町村で活用してほしいというこ

とが大々的に報道されております。 

 ですから、いまどれぐらいの規模かということで、執行部の皆さん

悩んでいるみたいですけども、人口が約１,４５０名ぐらいです。そ

れが全部が全部避難するということではなかろうかと思うんですけ

ど、万一１,０００名とか、そういった規模になるということになる

と、それ以上の備蓄はどうしても必要かと思われます。 

 いま村内にインフラ、あるいは港など、全島が災害に襲われたと想

定しての倉庫となりますので、これを考えた場合は、伊是名村の各施

設にはこのコンテナが約６基、７基が必要だと。ちなみにお隣の伊江

村を参考にした場合は、８基、９基ぐらい設備もされていることはご
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承知でしょうか、確認します。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。伊江村の方では、平成２６年度に県の一括交付金を

活用して、いまおっしゃったように７基整備したことは確認しており

ます。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 このように他の市町村も参考にしてみて、ぜひ補助事業等調査して

もらって、ぜひ早めに設置を願っております。 

 次、２番目の食糧の備蓄なんですけれども、これは１番と２番は１

番ができなければ２番が厳しい状況となります。同時にしなければい

けない状況であります。しかし、各避難所の倉庫というのは、室内に

設置されている場合もあります。ある一部の空間などを倉庫がわりに

改装したりしてやっている部分もあります。あるいはまた建物の軒下

などを改装して、倉庫を造ったりして備蓄倉庫に使われている方法も

あったりします。 

 島の場合、この５カ所にはそういった考えはないかどうか確認した

いと思います。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 各施設において、そういう備蓄に対応できるような箇所があれば、

ぜひ対応していきたいと思っております。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 そうすることによって食糧、あるいは備品等々が保管できるという
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ことでありますので、２番の件はそれと同時に検討していただきたい

と思います。 

 次３番、避難訓練についてです。３年前の２９年９月２日に防災訓

練が行われています。その後、私は毎年あるかなと思っておりました

けれども、村長のいま答弁では今年も、これからもやっていくという

ことでありましたので、ぜひこれは必要不可欠だと思います。 

 一日も早く避難訓練等、いろんな想定した避難訓練はありますので、

毎年防災の日は９月１日になっていますので、それ以外の日も設定し

ながら村民の防災意識を高めて防災訓練をやっていただきたいと

思っております。 

 ちなみに先程、今年の予定を聞きましたけれども、いつ頃の予定な

んでしょうか、お聞きします。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。今年は、県の訓練実施の時期が令和元年１１月５日、

これは普段の日で火曜日になっております。あとこの日でできない場

合には、また各自治体の裁量でやるということになっていますので、

この辺りになるのかなと思っております。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 計画の中にも防災訓練は時期を見計らって適当な時期に行うとい

うことが書かれているはずですので、村民カレンダー等々にもちゃん

と掲載できるような形で、年度始まる前に村民には知らせるような体

制で訓練の日を設定させていただきたいと思いますので、お願いしま

す。１番の件に関しては以上です。 

 質問２に入ります。まず、先程村長の答弁の中で去年の情報は聞い

て、被害を受けている箇所も把握されていることだと思いますが、私

はこの場所に関しては、再三の要望等も行ってきていますが、１年３
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カ月経っているいま木の伐開とか、応急措置はされたと言っています。

しかし、現場の土砂の崩れかけているところは全く手がつけられない

という先程の現場の方でも説明がありました。 

 そのような状況で、そのまましておくと、万が一同じような集中豪

雨等々が発生した場合、二次災害に繋がるような危険性の認識、考え

られないでしょうか。回答お願いします。 

議長（宮城安志） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 お答えします。先程現場の方も一緒に立ち会って見ております。そ

の前に現場の斜面も登って確認はしております。その中で亀裂とかは

見受けられることはなくて、先程、村長も答弁ありましたけども、主

に巨木が大雨と突風にさらされて倒木があったせいで崩落したので

はないかと推測はしております。 

 但し、いま議員がおっしゃるように二次災害が発生しないように、

今後調査を入れて、そういった原因がないかどうか検討していくとい

うことでいま考えております。以上です。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 当時、その日、災害対策本部が設置されたと思います。総務課長、

災害対策本部を統括する立場上、災害対策本部が各字、勢理客とか、

伊是名の方に集中されたと思うんですけど、このあたりの被害調査は

全部報告、記録などはされているんでしょうか伺います。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 そのときの被害の状況については報告は受けております。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 
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７番（伊禮正徳議員） 

 受けているんでしたら、診療所、あるいは歯科診療所の方には、そ

の旨の状況報告等はされていますか。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。歯科診療所の方には、いま状況というのは報告はし

ておりません。 

 先程、農林課長からもありましたように応急対策として土砂の撤去

とか、そういったものはやりましたけれども、診療所の方に報告はい

たしておりません。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 １年３カ月もそのままの状況で、いつ何時、崩落するかわからない。

両医院の医師、スタッフはじめ、毎日雨や台風などのときは心配でど

うしようもないと、休診をせざるを得ない情報などは聞いてないかど

うか。 

 そして台風時のときはスタッフ休診すると、家族の方は自主避難所

へ避難すると、そういう気持ちを踏まえた場合、どのように考えてい

ますか。もう一度伺います。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 当の本人のことを考えますと、私たちも報告がなかったというのは

大変申し訳なくてお詫び申し上げたいと思います。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 この辺りは、今後ぜひ、特に診療所は私たち村には１カ所しかあり
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ません。ここに限らず、災害のある箇所、近隣住民の皆様にどのあた

りがどうなっているということは何らかの方法で災害箇所、危険箇所

等々は知らすべきだと思います。 

 そして特に両診療所に関しては、早めに今後の体制、そういう形に

もっていって対処するとか、そういったこともぜひ伝えてほしいと思

いますので、これはお約束できますか、お願いします。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。今後は、こういう状況になりましたら逐一施設の方

に情報を提供していきたいと思います。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 今日、私の質問と再質問はこれで終了しますけれども、一日も早い

災害に強い村づくりを目指すために、即対処されてもらいますように

お願いしまして、私の質問を終わりたいと思います。 

議長（宮城安志） 

 これで、伊禮正徳議員の質問は終わりました。 

 次に、３番仲田正務議員。 

３番（仲田正務議員） 

 皆さん、こんにちは。通告書を読み上げて質問させていただきます。 

 赤崎海浜の景観対策について。村道崎原線臨海公園側より内花集落

向けの(通称)１周道路と呼んでいる道路でございますけれども、平成

１３年度に道路事業も完了し、村民及び島外の方からも利便性が良く

大変喜ばれているところでございます。 

 しかしながら、臨海公園手前３００メートルの間に枯れ木、またネ

ピア草等が生い茂り美しい海の見える景観が損なわれている状況で

す。 

 １０月２０日には、第３２回いぜな８８トライアスロン大会も控え、
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自転車コースにもなっています。選手の皆さんが美しい海を見ながら

大会に臨んでもらうためにも早急な対策が必要だと思いますが、村長

の見解を伺います。 

 また、そこには龕屋もあるが、除草等を行う際にそれの移動及びふ

れあい民俗館等への展示についての考えはないか併せて伺います。以

上、よろしくお願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 仲田正務議員の赤崎海浜の景観対策等についてお答えします。 

 まず、第１点目の赤崎海浜については、ご指摘のとおりモクマオウ

等の枯れ木やネピア等が繁茂し、景観を損ねていることは承知をして

おります。 

 一部民有地もあり、また、潮害防備保安林の指定を受けていること

から、村としましてもどうにか手立てできないか模索しているところ

であります。 

 特にモクマオウの立ち枯れについては、村内至るところで景観を損

ねており、県に相談しましたところ、モクマオウの立ち枯れについて

は、伐採を行っても特に問題はないという回答を得ておりますので、

まずは危険な箇所から順次、伐採を行っているところであります。 

 ご質問の赤崎海浜については、おっしゃるとおり、来月行われる第

３２回いぜな８８トライアスロン大会のバイクコースになっており

ますので、何とか大会に間に合うよう実施をしてまいりたいと考えて

おります。 

 ２点目の龕屋の龕の保存展示について、お答えいたします。議員の

ご質問にあります諸見区の龕については、今後、区と協議を行い、保

存及び展示に向けた検討を行ってまいりたいと考えております。 

 詳細につきましては、教育長の方から答弁させることとします。よ

ろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 
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 教育長、名嘉正君。 

教育長（名嘉 正君） 

 仲田議員質問の後段の方の龕のふれあい民俗館での展示について

の考えはないかというご質問にお答えいたします。 

 教育委員会といたしましては、これまで龕保存について取り組んで

いるところであります。 

 去年から今年にかけて字仲田区の龕を調査しております。そこで仲

田区の龕を調査しましたところ、保存状況が非常に悪いという状況も

あって、今年調査して、その龕を専門家と調整しまして、保存して展

示するという方法でいま調整して進めているところでございます。 

 それからその後、去年から専門の学芸員が字諸見区の龕を調査して

いますが、その保存状況は仲田区の龕よりは非常にいいと。さらに保

管されている建物も、いまの場所はまだまだ大丈夫という報告を受け

ております。 

 そういうことで、諸見区の龕については、民俗館も非常に狭いです

ので、２基同時に民俗館で保存展示ができるかどうか検討していきた

いというふうに考えております。以上でございます。 

議長（宮城安志） 

 ３番、仲田正務議員。 

３番（仲田正務議員） 

 トライアスロン大会までは、約１カ月と短い期間ではありますが、

特に枯れ木、ネピア草、早急に対策してもらえればと思います。これ

はいろいろ事務手続きとか、時間がかかるのでしょうか。その辺、担

当よろしくお願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 お答えします。実は、先行してターシの浜一帯のモクマオウの立ち

枯れ等については伐採を終えております。 

 次に計画しているのが仲田港、臨港道路の方に立ち枯れの巨木があ
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りまして、その辺がちょっと危険だということで、先にそこを実施し、

その経過を見ながら、いまおっしゃる赤崎海浜の方に移っていきたい

と思っております。 

 先程申し上げたようにモクマオウの立ち枯れについては、そういっ

た申請手続きは必要ないんですが、いま言った雑草とか、他の雑木を

行う場合には、作業行為届出となるものが必要ということで、大体そ

の許可がおりるのが１週間ぐらいではおりるだろうということで、い

ま県の方から回答は得ております。以上です。 

議長（宮城安志） 

 ３番、仲田正務議員。 

３番（仲田正務議員） 

 いま一週間という期間と言いますと、ネピア草は申請手続きが一週

間だと、作業でたぶん私が見た限り、一週間、長くて１０日ではでき

るかなと思います。ぜひ、トライアスロン大会に間に合わせて、選手

が気持ちよく大会に臨まれるよう、お願いしたいと思います。 

 続きまして、龕の件なんですけど、龕は埋葬から火葬へと変わり、

約４０年の月日が経ちますが、埋葬時の儀式等も民俗館に展示し、村

の歴史として残した方がいいと思います。 

 先程、教育長の答弁がありましたけど、私もちょっと調査したとこ

ろ、諸見区、内花区、共同で使用していた龕の方が新しいということ

で、ぜひこの方も形もまだ原形が整ってきれいというふうに聞いてお

りますので、ぜひ、人間の最期を行った儀式ということで、ぜひふれ

あい民俗館の方に展示できるようお願い申し上げまして、私の質問を

終わりたいと思います。 

議長（宮城安志） 

 次に、１０番潮平そのみ議員。 

１０番（潮平そのみ議員） 

 こんにちは。読み上げて質問といたします。チヂン山の展望台につ

いて。チヂン山の展望台が老朽化し朽ちて、危険な状態にあります。 

 チヂン山一帯は、風光明媚で眺望もすばらしく、観光客や修学旅行
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生徒も多く散策し展望台で休息し写真を撮ったりする、島を代表する

場所だと思います。 

 そこで、次の２点についてお伺いします。 

 ①展望台は築何年なのか。または耐用年数は何年なのかお伺いしま

す。 

 ②新しく建て替えする計画はあるのか伺います。以上、２点お願い

します。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 潮平そのみ議員のご質問にお答えいたします。ご質問の展望台は、

伊是名山森林公園内にあり、公園として積極的利用を図ることを目的

に平成２年度から平成３年度にかけて農林水産省の森林業振興特別

対策事業を導入し、管理道路、臨海歩道、駐車場、休憩施設、トイレ

などを整備して、平成４年４月に開所しております。 

 １点目の展望台の耐用年数についてでありますが、現在、築２８年

となり、耐用年数については、鉄筋コンクリート造のため、３８年と

なります。 

 ２点目の新しく建て替えする計画については、耐用年数があと１０

年ほど残っておりますので、原則２０２９年までは処分制限期間とな

り、改築する場合は補助金の返納手続きが必要となってきます。 

 そのため、村としては修復が可能かどうか調査をし、できるだけ利

用者の皆様が安全に利用できるよう努めていきたいと考えておりま

す。よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 １０番、潮平そのみ議員。 

１０番（潮平そのみ議員） 

 まだ耐用年数が３８年で築２８年と、あと１０年ほどありますけれ

ども、この展望台、非常に朽ちて危険な状態、写真何点か私撮ってい

ますけれども、柱とか、屋根の方が非常に危険な状態であります。修



 - 31 - 

学旅行生も明日から結構入ってくるものですから、ぜひ何か対策とし

て、いま村長は修復できるかどうかと言っていますけれど、担当課長、

建替える計画とか、修復可能なのかどうか、よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 お答えします。建て替え可能かどうかということでよろしいでしょ

うか。先程、村長も申し上げました原則というのがありまして、いま

の施設と同等の施設を設置する場合は可能であると。 

 それから、これまで村が修繕を行ってきてどうにもならない状態に

なった場合には取り壊しも可能ということでありますけれども、これ

まで修繕は行ってきておりません。 

 この擬木の修繕はいま実施したことがありませんので、専門家の方

に現状を見てもらって、それが可能かどうかをした上で、建て替えの

検討を判断したいと思います。土台の方はまだしっかりしております

ので、屋根の部分が剥離している状況でありますので、その辺を調査

していきたいと思っております。以上です。 

議長（宮城安志） 

 １０番、潮平そのみ議員。 

１０番（潮平そのみ議員） 

 私たち島は、観光客数もここ３年ほど非常に伸びてきているんです

よ。３,０００名余り、３,８００名とか、４,０００名余り、修学旅

行生も平成２８年６,３００名余り、２９年５,５００名、３０年は７,

０００名、本当に右肩上がりで伸びている状況です。 

 伊是名島を代表するチヂン山一帯、展望台では観光客や村民もそう

ですけど、修学旅行生、引率して連れていくには本当に素晴らしい島

を代表するところでありますので、これを見ると、いつ落ちてくるの

かなと、とても案内しながらも不安に思っているところであります。 

 ですから、もし修復可能というのでしたら、早めにそういう対策を

かけてほしいなと思っています。それはすぐできるのかどうか、課長、
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よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 お答えします。いま現状、ちょっとした剥離等については、すぐう

ちの方でも対応可能かと思いますけれども、修繕に関してはやはり予

算が伴うものですから、その辺、予算の担当課の方と調整して、でき

るだけ修繕が可能であれば、早めに対応していきたいと思っておりま

す。以上です。 

議長（宮城安志） 

 １０番、潮平そのみ議員。 

１０番（潮平そのみ議員） 

 この展望台に関しては、建て替えする計画はまだみたいですので、

できれば修復、修理の方を早めの対策をお願いして、私の一般質問を

終わりたいと思います。 

議長（宮城安志） 

 これで、潮平そのみ議員の質問は終わりました。 

 次に、６番東江源也議員。 

６番（東江源也議員） 

 こんにちは。それでは、質問いたします。質問事項、村内公衆トイ

レの洋式化について。質問の要旨、村内の公衆トイレの中に和式トイ

レがあります。ヤドカリなどが入り込みやすく、つまりの原因にもな

るようです。 

 また、利用された観光客などから不便だとも聞きます。洋式トイレ

にしてはと思いますが、村長の見解をお伺いしたい。 

 次に、アハシチの浜整備について。本村には尚円王ゆかりに関する

史跡等など数々ありますが、金丸が島から最後に旅立ったとされるア

ハシチの浜には特に何もございません。 

 金丸の島での歴史完結地だと思いますが、整備してはどうかと思い

ます。村長の見解をお伺いします。以上です。 



 - 33 - 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 東江源也議員のご質問にお答えいたします。まず、１点目の村内公

衆トイレの洋式化についてお答えいたします。 

 村内の公衆用トイレについては、利用者が快適に利用できるよう、

環境美化に努めているところでございます。 

 議員ご質問の公衆トイレの洋式化については、利用者の利便性向上

を図る上で取り組んでいかなければならないと考えております。 

 主管課において調査検討させ、今後、財政状況を勘案しながら改修

に向け随時取り組んでまいりたいと考えております。 

 ２点目のアハシチの浜整備についてお答えいたします。西の松金、

のちの金丸はアハシチの浜から船を漕ぎ出し、沖縄本島を目指したと

されており、尚円王生涯の歴史においても重要な場所であると認識し

ております。 

 しかし、当該浜は琉球諸島沿岸海岸基本計画において海岸環境を積

極的に保全する区域として位置付けられており、原則的に構造物を設

置することができない区域であります。 

 このようなことから議員ご質問の当該浜の整備については、基本計

画の策定権限を有する沖縄県からより詳細な制度内容を確認してい

きたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 ６番、東江源也議員。 

６番（東江源也議員） 

 村内の公衆トイレですが、毎日清掃しているのでとてもきれいだと

思います。しかし、それなりに年数も経っていますし、使いづらいで

す。村長は、ご利用されたことありますか。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 
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 何度か利用しています。 

議長（宮城安志） 

 ６番、東江源也議員。 

６番（東江源也議員） 

 承知しました。それと村内の公衆トイレですが、村内の大きさにし

ては多いのではないかと思いますけど、維持管理の面に関しても減ら

した方がいいという方法もあるかと思いますが、どうですか。 

議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 お答えします。村内いま伊是名ビーチ、臨海ふれあい公園含め１６

カ所ほどの公衆トイレがあります。議員ご質疑の多いのではないかと

いうご質疑ですけれども、確かに多いとは感じておりますけれども、

各々補助事業で公園の付帯設備として整備されております。 

 管理上もいま週３日で清掃するように、社会福祉協議会の方に委託

して実施している状況です。減らすということになると、補助事業と

の絡みもあって、担当課と協議しないといけないかなと思っておりま

す。以上です。 

議長（宮城安志） 

 ６番、東江源也議員。 

６番（東江源也議員） 

 いずれにしましても、今後、とてもきれいなバリアフリーを活かし

た近代的な公衆トイレになるよう求めます。 

 次にアハシチの浜整備についてなんですけれども、これは本村観光

と言いますと、殆どが歴史めぐりコース、つまり金丸のルーツめぐり

になるわけです。尚円が生まれたみほそ所、スンジャガー、逆田、御

庭公園の銅像、そして通水節公園の騎馬像、彼の歴史、物語に沿って

の痕跡があるわけです。最後に島を旅立ったとされるアハシチの浜に

何もないというのはおかしいと思います。 

 例えば、そこにちょっとした銅像、石像とかあれば、今後の子ども



 - 35 - 

たちの歴史の教育とか、そういう勉強にも役立つと思うんですが、村

長どうですか。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 お答えいたします。確かに議員おっしゃったように、尚円王に纏わ

る歴史的な巡りはたくさんございます。その中において特に本村を西

の松金が旅立ったというアハシチの浜に何もないということは私も

常々寂しい思いをしております。 

 しかしながら、そこは先程申し上げたように縛りがある区域である

ということもありますので、県と調整をしながら、どういったことを

象徴的にすればいいのか、そういったことも踏まえて、関係者の方々

と相談をしながら今後やる方向で検討していきたいというふうに考

えています。 

議長（宮城安志） 

 ６番、東江源也議員。 

６番（東江源也議員） 

 歴史、教育の観点からも島のためになると思うんですが、その辺の

ところを踏まえて、教育長どう思いますか。 

議長（宮城安志） 

 教育長、名嘉正君。 

教育長（名嘉 正君） 

 お答えいたします。アハシチの浜と言いますと、尚円王が島を出発

した場所という謂れがあって、私もウシュフンチャというところを３

０年前に見た記憶があります。 

 その場所が現在あるかどうかはちょっとわかりませんけれども、し

かし、このウシュフンチャ、尚円王が島から出発したという場所がア

ハシチという伝承もありますけれども、書物には私がいままで見たり、

聞いたりした範囲では、そういうところがなくて、と言いますのは琉

球王府の聖地であります球陽中山世鑑、その辺にもみほそ所とか、ス
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ンジャガー、あの辺りまではありますけど、アハシチ、ウシュフンチャ、

島から出たという場所が史実には殆どなくて、いわゆる議員がおっ

しゃるようにアハシチの浜を整備するとなると、新たに物語、島で

残っている伝承とか集めて物語を作っていかなければいけないのか

なというふうに思ったりしています。以上であります。 

議長（宮城安志） 

 ６番、東江源也議員。 

６番（東江源也議員） 

 その辺りは重々承知ですが、村民が認めればいいと思います。そこ

に何かあれば、観光の面からいろいろ役に立つと思うんですけど、観

光課長どう思いますか。あった方がいいと思いますか。 

議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 お答えします。島の観光を振興する上では、何かしらあった方がい

いと思います。 

議長（宮城安志） 

 ６番、東江源也議員。 

６番（東江源也議員） 

 ある意味、アハシチの浜は尚円金丸の物語において、伊是名での完

結場所、そして琉球国王にのぼるための出発地点になります。このよ

うな重要な場所なので、ぜひ浜の整備と石碑等建立など何かして、新

たな島の名所となるようにしていきたいと思います。以上をもって質

問を終わります。 

議長（宮城安志） 

 これで、東江源也議員の質問は終わりました。 

 次に、９番東江克伸議員。 

９番（東江克伸議員） 

 通告書どおり読み上げていきたいと思います。海の赤土汚染につい

て。大雨や台風がやってくると、道路や側溝に赤土が流れ出し、島の
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きれいな青い海が真っ赤に染まっているのを見ます。皆さんも見たこ

とがあると思います。この透き通るような青い海を濁らせている正体

は赤土です。 

 海に流れ出ると、観光業や漁業だけでなく生態系へも多大な影響を

与えます。村民はもとより観光客や島に訪れる皆様が非常にがっかり

したという話を聞きます。 

 海の景観や漁業資源の保全のためにも赤土流出防止対策は喫緊の

課題と思います。その対策についてお伺いいたします。よろしくお願

いいたします。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 それでは、東江克伸議員のご質問にお答えいたします。 

 これまで村では赤土等流出防止対策として土地改良事業による沈

砂池の設置や排水路工、暗渠排水工などの実施、農作物を植えない時

期の畑地に緑肥をかねたクロタラリアや、ひまわり等の植物を植えて、

畑の裸地化を防ぐ活動に助成を行ってまいりました。 

 また、平成２７年度から令和３年度までの計画で水質保全対策事業

（耕土流出防止型）を県が事業主体となって、伊是名村第２期地区と

して排水路工、沈砂池工、植栽帯工を実施しております。 

 沈砂池の設置、グリーンベルトの植栽、排水路等の整備を行うこと

で、農地からの耕土流出を防ぎ、環境保全を図っています。 

 今後の対策としましては、国営伊是名地区関連末端ため池整備事業

である県営東部第２期地区及び団体営第２期地区を事業化し、沈砂池

をため池として改修整備することで赤土等流出防止対策の軽減を

図ってまいりたいと考えております。 

 加えて、作物の収穫植え付け時期には、できるだけ裸地状態をなく

すため、ＪＡや関係機関と連携し、農家の皆さんへ葉殻によるマッチ

ングや緑肥等の植え付けなどを周知して、継続的に赤土等流出防止対

策に努めてまいりたいと考えております。よろしくお願いします。 
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議長（宮城安志） 

 ９番、東江克伸議員。 

９番（東江克伸議員） 

 村長、答弁有難うございます。今後３年までいろいろやるというこ

とで非常に嬉しく思っていますけど、ひとつその中でも特にお聞きし

たいのがありまして、村長に答弁よろしくお願いします。 

 仲田港について、本村に来られる観光客、修学旅行生、島に訪れる

皆さんが仲田港に到着します。島の玄関先でもあります仲田港、大雨

が降りますと、港内全部、旧仲田港、向こうの方までものすごい範囲

で非常に目立つ赤土が流れております。これは３カ所ほど流れており

ます。この光景を目にすると切ないような何とも言えない気持ちにな

ります。 

 村長、仲田港の赤土汚染に関してどのようにお考えでしょうか。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議員おっしゃるとおり、確かに集中豪雨等で仲田港に限らず各終点

地は赤土で汚染されるということは、私も何度も確認をいたしており

ます。 

 また、先程答弁申し上げたように、各集落地域周辺にはたくさんの

沈砂池を設けております。仲田区においても何カ所か、そういう沈砂

池を設けて、なるべく海に直接赤土が流れ出ないように、そういう対

策は今までやってきているところであります。 

 しかしながら、なおかつ大雨となると、それが氾濫して仲田港内に

それが流出してしまうという状況であります。今後とも各地区の末端

施設においては、なるべく早急にそういった施設をして、赤土が直接

海に流れ出ないような対策をしていくよう努力をしていきたいと考

えています。 

議長（宮城安志） 

 ９番、東江克伸議員。 
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９番（東江克伸議員） 

 一番目立つところですので、今後また沈砂池とか、いろいろやって

いくということですので、ぜひ赤土の流れるのが少なくなるようお願

いしたいと思います。 

 そこでもう一つ、いま赤土流出箇所は何カ所あるのか。それと大雨

が降ると、島全体のイノー、磯などがどれぐらいの範囲で汚染されて

いるのか。担当課長でも結構ですので、よろしくお願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 お答えします。海に直接流れ出る排水路等に関しては、おそらくい

ま大小合わせて４０近くほど確認をしております。 

 その中で、特に大雨のときに赤土が流出している箇所、パーセント

で言いますと７０～８０％ほどは影響を受けていることを目視です

けれども、確認はしております。以上です。 

議長（宮城安志） 

 ９番、東江克伸議員。 

９番（東江克伸議員） 

 ただいま課長が述べたとおり、私も調べたところ、大体３８までし

か調べられませんでしたけど、大体それぐらいでしょう。 

 島の赤土の範囲というのは、港側を外周して伊是名漁港までだと思

いますけど、担当課長これぐらいでよろしいでしょうか。 

議長（宮城安志） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 議員のおっしゃるとおり、その範囲につきましては、いま言ったよ

うなターシの浜から伊是名漁港、東側一帯までは確認をしております。

以上です。 

議長（宮城安志） 

 ９番、東江克伸議員。 
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９番（東江克伸議員） 

 最後に、村長にもう一つお伺いしたいと思います。いま課長が言っ

たとおり、赤土汚染されてないところは、ターシの岩からぐるっとグ

スクの後ろ回って、海ギタラ近辺までだと思います。 

 そこは唯一、本村で赤土が流れないで自然がものすごく残っている

ところだと思います。 

 そこで、その周辺を赤土が流れないように、開発ができないような

ことをできないか、その周辺地域を許可なく開発できない規制などは、

村長、お考えはありますか。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 仲田区の南風原一帯、そして二見ヶ浦一帯には、以前にある業者が

観光開発をしたいということで、かなり大掛かりな計画をもって土地

も買取したりやっておりましたが、それが頓挫してという状況で、村

としましては、この一帯は伊是名山、そして伊是名グスク、玉御殿が

点在しますので、そこを保護区域として、大掛かりな開発については、

村としてはやらんでおこうという私個人の考えはもっております。 

 そういったことも含めて、また、地勢的にもこの一帯は土質が砂地

であるということもあり、赤土汚染されにくい地質であるという状況

もあります。 

 そういった自然性とか、歴史性とか、そういったものを考えると、

この一帯を保護をして、そして唯一残されている自然を村としても保

全をしていきたいという考えはもっています。 

議長（宮城安志） 

 ９番、東江克伸議員。 

９番（東江克伸議員） 

 ぜひ村長、せっかく我々島の方で開発をされてない場所ですので、

その道の内側の方もできるだけ開発ができないような方法を取るべ

きではないかと思います。その辺は村長もそういうふうに言っていま
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すので、期待していますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 以上で、私の質問は終わりたいと思います。 

 最後に、赤土流出問題は非常に難しい難問題でございます。私もこ

の質問を出すのにあたり、解決はすぐにはできないだろうというふう

に思いました。 

 しかし、だからと言って、知らん顔はできません。何もしないとい

う、それは違うんではないかと思いまして、今回こういう質問をさせ

ていただきました。 

 次の世代へ１００年後、島の人たちへ、未来の子どもたちに残せる

島を皆さん、我々頑張って残していけたらいいんではないかと思いま

す。以上です。 

議長（宮城安志） 

 これで、東江克伸議員の質問は終わりました。 

 次に、２番宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 それでは、質問させていただきます。区長委託料の増額改定につい

て。本村の区長委託料につきましては、平成２８年６月に引き上げて

以来、据え置きとなっております。 

 さらに、委託料の算定が人口割を一部採用していることから人口減

少が続く本村では実質減額となり、このままでは区長のなり手がいな

くなるのではと大変危惧しております。 

 そこで、村長に伺います。区長委託料を増額し、魅力ある業務にす

ることでなり手問題の解消、および区の発展、村の発展につながると

考えますが、村長の見解を伺います。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 宮城義秀議員のご質問にお答えいたします。区長の委託料算定につ

いては、均等割、世帯割及び人口割で算定をしております。 

 現行の委託料は、最高額で１８万１千円、一番低い方で１３万２千
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円となっています。住民の高齢化に加え、業務量の増加と区長の果た

す役割が非常に複雑化し、なり手不足に繋がっているということは承

知をしているところであります。 

 村の財政状況の悪化により、区長の委託料も減額措置が取られてお

りましたが、平成２８年度契約から当該措置もなくなっております。 

 しかしながら、現行の契約額では、各区ともに人材の確保が非常に

難しい状況下にありますので、次期改選に併せて委託料の算定方法を

見直しし、委託料の改定を検討していきたいと考えております。 

議長（宮城安志） 

 ２番、宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 村長、大変有難うございます。村の方でもこの委託料のことにつき

まして、既に来期に向けて考えて下さるということを聞きまして大変

嬉しく思っております。 

 区長委託料は、人口の算定で行っておりますが、前回の算定で平成

３０年の人口、これが４月３０日の人口を基準にしております。１,

４５０名、そして令和元年６月３０日で人口が１,４０８名、人口で

４２名の減、これを月平均に直しますと、大体３名、そして来年の算

定日になると、７２名という大幅な人口減少が予想されます。 

 ということは、いま村長さんからもありましたように、区の運営に

は部落民、そして区長がまずリーダーシップを取って部落を引っ張っ

ていくと、そういうことで村の発展にも大きな影響を与えるというこ

とであります。 

 そういう中で、いまの算定方法では、やはり人口減少が非常に大き

いということがありますので、それの見直しを今後図っていくという

ことでございますけれども、そこで私ながら考えてみました。 

 そこで提案をしたいのは、全体の委託料の引き上げ策としまして、

我々もそうなんですが、職員や臨時職員と同様に、６月、１２月の臨

時手当を盛り込んではどうかということでございます。 

 それから２点目に、人口の多い部落と少ない部落とでは月４万９千
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円余りの差額があります。これは同じ村からの委託業務を受ける区長、

そして部落行事をいろいろとこなしている区長にとりましては、大変

大きな差額です。 

 年額にしますと５８万９千円と、非常に大きな差額になっておりま

すので、その差額を是正する仕組みというのをぜひ取っていただきた

い。そういうことで、以上の２点を改善することで、なり手不足の解

消にも繋がると思いますけれども、再度、村長及び担当課長の方で、

この２点の改善点につきまして、どのようにお考えなのか、お伺いい

たします。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 先程、答弁申し上げたように、いまの支給のあり方は均等割、世帯

割、人口割というふうに出しております。 

 そして以前にいま議員がおっしゃったように退職される場合は、退

職手当を支給しておりました。 

 そういったことも含めて、均衡が取れるような、そういう区長の給

与のあり方をぜひ私共も全庁的に取り組んで、それを改善する方向で、

そして区長さん方が納得いくような方法で今後取り扱って、次期改選

には備えて、そういう取り組みをしていきたいと考えております。よ

ろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。村長からもありましたように、委託料金が最低と最

高の方で４万９千円の差額があるというのは、私もちょっと考えてい

たところではあるんですけれども、次期改選時に併せて、先程議員か

らも提案ありましたように、臨時分、ボーナスを支給するなどの方法

で、どうにかその差額分を詰めていきたいと考えております。 

議長（宮城安志） 
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 ２番、宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 大変有難うございます。これまで村の方では定住促進住宅など、そ

れと重要促進、それから結婚祝い金や出産祝い金など、定住人口の増

加に繋がるようにという施策をいろいろと取り入れて、村の方でも対

策を取っておりますが、なかなか人口減少の歯止めがかからないとい

うふうなことで、この予期しないことが区長委託料の減少ということ

にも繋がっていったということを我々もいましかわからず、大変各字

の区長にはご苦労いただいているなと思っております。 

 このことだけで区長のなり手問題が解決するとは思いませんけれ

ども、区長たちが喜んで、区のために、そして村のために働けるよう

な環境づくりを今後ともぜひ目指していただきまして、私の質問は終

わりとさせていただきます。有難うございました。 

議長（宮城安志） 

 これで、宮城義秀議員の質問は終わりました。 

 次、最後になります。８番、前田清議員。 

８番（前田 清議員） 

 皆さん、こんにちは。最後の質問でありますけど、楽しく聞いて下

さい。今日は傍聴席に中学生の皆さん、いっぱい学習されて次回の子

ども議会に活かしてもらえたらなと思っておりますので、どうぞよろ

しくお願いします。 

 私の方から２点だけ質問したいと思います。具志川島土地利用につ

いて。具志川島は、十数年前に旧日本信販より村予算を活用して買受

ましたが、その後の土地利用について伺います。 

 これまでの土地利用計画がされているのなら、その取組と進捗、並

びに費用効果も聞きたいと思います。よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 前田清議員ご質問の具志川島の土地利用についてお答えをいたし
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ます。 

 具志川島については、観光産業の振興を図るとともに、村の活性化

に資することを目的に平成１６年度に日本信販株式会社より約２１

万６,６０７平方メートル、坪にしますと６万５,５２３坪、これを坪

当たり１１５円で買い上げし、２,５００万円で取得をしております。 

 これまで具体的な土地利用計画は策定されておりませんが、具志川

島には沖縄県内初となる貝輪着装人骨が出土したシーダチ遺跡を含

む具志川島遺跡群が点在しており、沖縄県の先史時代を考える上で重

要な遺跡となっています。 

 また、伊平屋・伊是名架橋建設推進においても両村を結ぶ重要な島

となっておりますので、今後は遺跡を保護しつつ、村の観光資源の一

つとして両立できるような土地利用計画を進めていきたいと考えて

おります。 

議長（宮城安志） 

 ８番、前田清議員。 

８番（前田 清議員） 

 参考にまでお聞きしたいんですが、これまで十数年余り、村として

財政活用して土地も買い受けたその後、土地利用の計画等もされてな

かったこれまでの経緯というのは、一体どういった内容でできなかっ

たのか。それとも無人島であるし、計画の余裕がなかったのか、その

辺り参考にまで村長どうでしょうか、聞かせていただけますか。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 お答えいたします。議員諸侯もご承知のとおり、本村の財政状況を

見ますと、平成１３年度あたりから、額にしますと約６７億円程度の

借金があると。そしてそれを抱えて実質収支比率が２８.６％と、財

政破たん寸前ということで、財政融資も受けられない状況でありまし

た。 

 そういった状況の中で、具志川島を取得はしましたけど、それを具
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体的にそれを計画に載せるかということがなかなか計画、立案できな

い状況もあったということはご承知のことであります。 

 そういった状況がありまして、先程、区長の手当等の話もありまし

たが、村の三役も２０％給与カット、職員も１３％カット、そして各

団体の皆さん方にも負担をお願いしたと。そういう厳しい状況の中で、

具志川島だけはということで２,５００万円をかけて投資をして取得

をしたという状況であります。 

 いま私たちは、皆さん方のご支援のおかげで財政もかなりゆとりと

言いましょうか、そういう状況下で借金がいま３０億円足らずであり

ます。 

 そして実質収支額も５.３％、これは県内でもかなり実質収支にお

いては下の方にいっているのではないかということもあります。 

 しかしながら、経常収支比率等については、まだまだ厳しい状況下

であるということでありますので、これまでいろんな形で具志川島は

どうしようかということで悩んでおりましたが、その基本利用計画が

できてないという状況下であります。 

 今後は、具志川島を先程申し上げましたように、どういった活用を

すればいいのかということについては、やはり専門家の意見も聞きな

がら利用計画を策定して、そして村民から認められるような利用計画

を打ち立てて、私たちは具志川島をうまく活用して観光、経済振興、

そういった観点から利活用していきたいというふうに考えておりま

す。よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 ８番、前田清議員。 

８番（前田 清議員） 

 計画はされていなかったということで、しかしながら、今後計画を

立案をしていただいて、やはりこの島がお金を投資して買った以上は

活きる島にしてほしいなというふうに強く思うわけであります。 

 実は、これは余談ですが、当時、これを買い受けたときの予算は、

確か補正予算だったと思いますが、議決した議員の一人として、これ
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がなかなか計画がされてない現状にあったということは、大変残念に

思っていたところなんですが、村長、前向きに今後計画に取り組んで

いきたいという言葉もありますので、大変心強く思っているところで

あります。 

 実は、この島においては、民間の方からいろいろな話があります。

例えば、体験実習、そういった事業もしかり、また、エコツーリズム、

旧エコツーリズム事業がありましたよね、そういった観光事業をした

い。そこでぜひ誘致をしてくれとか、そういう申し入れもこれまでた

くさんありました。 

 しかし、我々そこで入って、すぐ言える話でもないものですから、

やはり土地利用の計画は予めしておくべきことが一番大事なことで

あり、私も調査した結果、その計画がされてないということで、今回、

この質問を提出したわけであります。 

 そういうことで、この島の活きた価値を出すためにも、また、いま

伊平屋村、伊是名村で要請行動をしております伊平屋空港、そして伊

平屋・伊是名架橋もやはりここに大きく関連してくるものと僕は思っ

ております。 

 そこに誘致をするとか、いろいろな事業を取り入れて、そこに観光

客が増え、そして経済効果が上がって、いずれは有人島となるそう

いった見通しがつかなければ、橋の要望している、一生懸命、我々が

両村民を網羅して頑張っているのは、何の効果もないと思うわけです。 

 でも、そのあたりも全部鑑みたら、やはりあの島をいまこそいろい

ろな面から事業スタートしていくべきではないかなと思うわけであ

りますが、村長、再度いかがですか。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議員各位ご承知のとおり、本村の周囲には具志川島、屋之下島、屋

那覇島、いま屋之下島が伊是名本島の一部となっておりますが、その

３つの離島のうち、屋之下島については、屋之下原アイランド事業構
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想があって、土地の買い上げをいま進めているところであります。 

 また、屋那覇島においては、殆どが法人、個人に買収されていると

いうことで、村としてはなかなか基本的な計画が策定できないという

状況下であります。 

 唯一、具志川島においては、先程から答弁しておりますとおり、伊

是名村が殆ど所有していると、その中に３名の方で８件、約９００坪

は個人有地があります。 

 そういったことも配慮しながら、今後、具志川島を遺跡を活用しな

がら、どういった形でエコツーリズム、あるいはブルーツーリズムを

取り入れて基本計画の中に入れられるかと、そういう利用計画をこれ

から専門家を交えて意見交換をして利活用していきたいというふう

に考えております。 

 また、この具志川島を活用するにあたっては、何名かの業者や個人

から利用したいという申し入れがあります。 

 しかしながら、これはあくまでも本人ではなくて、仲介者を通して

の話でありました。具体的な話はまだ進んでおりません。そういった

ことも踏まえながら、村としてはこういう利用のあり方をするんだと

いうことをこれから基本計画を策定していきたいというふうに考え

ております。よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 ８番、前田清議員。 

８番（前田 清議員） 

 まさしくいま答弁されていたとおり、この計画を早めに計画をされ

まして、前向きに対処されるようお願いしたいと思います。 

 ちょっと同じ島ですけど、関連して聞きたいと思います。教育長、

そこには確か文化遺跡、文化財も結構ありますが、仮にそこに主な事

業が執行したとした場合、遺跡等のそういった面からもいろいろあろ

うかと思いますけど、逆に教育委員会が管理している遺跡関係の整備

は同時に考えられないか。その辺りどんなですか、お聞かせ下さい。 

議長（宮城安志） 
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 教育長、名嘉正君。 

教育長（名嘉 正君） 

 いまのご質問は非常に難しいです。具志川島の振興開発の計画を進

める段階で、教育委員会として、現在ある埋蔵文化財、どのように保

存していくか。あるいは文化財そのものを開発していくか。検討すべ

きものかなというふうに考えております。 

議長（宮城安志） 

 ８番、前田清議員。 

８番（前田 清議員） 

 今後、この基本計画、さらに実施に至るまでの計画を取り組みなが

ら、島を活かせるように、村長はじめ職員一同頑張っていただきたい

と思います。 

 もし、それが近いうちに実現に至った場合には、私たち両村で一生

懸命、村民をあげて要請行動している伊平屋空港、並びに伊平屋・伊

是名架橋が実現に大きく理由づけに繋がると思いますので、例えば観

光誘致にしろ、先程から申し上げるように、いろんな意味でそこに人

が出入りしたり、そしていずれは近いうちに人が住民として住むよう

な環境になってくれば、それは十分に理由づけになるんではないかと、

私はこのように思うわけであります。 

 ぜひともいまお互いに答弁し合った質問の主旨からして、執行部の

答弁もされたように、ぜひこれができるように強く願っておるところ

であります。村長、最後やる気の気持ちを再度アピールを含めて、お

願いしたいと思っております。どうぞよろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 先程来、答弁申し上げたように、また教育長からもありましたよう

に、具志川島は非常に貴重な文化遺産が埋蔵されている。そういった

ことも含めて、我々がいま構想している架橋がどういうふうな形でで

きるか。また、それも含めて、具志川島の活用については全村民が納
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得するような利用計画を打ち立てて、今後、観光振興、経済振興のた

めに役立てていきたいと、そういうふうに考えております。 

議長（宮城安志） 

 これで、前田清議員の質問は終わりました。 

 以上で、一般質問はすべて終わりました。 

 しばらく休憩します。 

休憩 午後３時２０分 

再開 午後３時３８分 

議長（宮城安志） 

 再開します。 

 日程第７ 

 報告第３号・平成３０年度の健全化判断比率及び資金不足比率の報

告について議題とします。 

 本件について説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 それでは報告第３号・平成３０年度の健全化判断比率及び資金不足比率

の報告について。 

 平成３０年度決算に基づき算定した地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項の健全化判断比率及び同

法第２２条第２項の資金不足比率について、同法第３条第１項及び第２２

条第１項の規定により、別紙のとおり報告します。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。 

 なお、内容につきましては、伊是名村健全化判断比率及び資金不足比率

審査意見書も添付されております。よろしくお願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 これで説明を終わります。 

 ただいまの報告に対し、ご質疑ありませんか。 

 質疑を終結してよろしいでしょうか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 これで質疑を終わります。 
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 これで報告第３号・平成３０年度の健全化判断比率及び資金不足比率の

報告についてを終わります。 

 日程第８ 

 議案第３２号・伊是名村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条

例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第３２号・伊是名村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条

例の提案理由説明をいたします。 

 伊是名村簡易水道事業給水条例（平成１０年条例第７号）の一部を

改正したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第

１項第１号の規定により議会の議決を求めます。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。 

 提案理由、消費税の税率が令和元年１０月１日から８％から１０％

へ引き上げられることに伴い、伊是名村簡易水道事業給水条例の一部

を改正する必要があり、本案を提出するものであります。よろしくお

願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 これで提案理由の説明は終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３２号・伊是名村簡易水道事業給水条例の一部を改

正する条例を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 
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 異議なしと認めます。したがって、議案第３２号・伊是名村簡易水

道事業給水条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されまし

た。 

 日程第９ 

 議案第３３号・伊是名村農業集落排水処理施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第３３号・伊是名村農業集落排水処理施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例の提案理由の説明をいたします。 

 伊是名村農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例（昭和

６２年条例第２０号）の一部を改正したいので、地方自治法（昭和２

２年法律第６７号）第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を

求めます。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。 

 提案理由、消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴う料金改定の

ため、条例を改正する必要があり、本案を提出するものであります。

よろしくお願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。８番、前田清議員。 

８番（前田 清議員） 

 確認なんですが、本案は月日はいつなんですか。 

議長（宮城安志） 

 しばらく休憩します。 

休憩 午後３時４４分 

再開 午後３時４５分 

議長（宮城安志） 

 再開します。 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 
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 お答えします。議案第３２号は附則の方に、この条例は、令和元年

１０月１日から施行すると記載されております。 

 提案理由の方は、期日の方が抜けておりましたのでお詫びいたしま

す。以上です。 

議長（宮城安志） 

 ８番、前田清議員。 

８番（前田 清議員） 

 審議する上で、ちゃんと明記されるようお願いします。中身なんで

すが、どれぐらいの金額の差があるのか。 

議長（宮城安志） 

 しばらく休憩します。 

休憩 午後３時４６分 

再開 午後３時５５分 

議長（宮城安志） 

 再開します。 

 質疑続行中です。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 これで質疑を終結します。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３３号・伊是名村農業集落排水処理施設の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第３３号・伊是名村農業集

落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

は、原案のとおり可決されました。 

 日程第１０ 
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 議案第３４号・伊是名村船舶運航事業特別会計条例の一部を改正す

る条例を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第３４号・伊是名村船舶運航事業特別会計条例の一部を改正す

る条例についての提案理由の説明をいたします。 

 伊是名村船舶運航事業特別会計条例（平成元年条例第２３号）の一

部を別紙のとおり改正したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第９６条第１項の規定により議会の議決を求めます。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。 

 提案理由、令和元年１０月１日からの消費税及び地方消費税の税率

引き上げに伴い、その引き上げ分を運賃に転嫁する必要があるため、

本案を提出するものであります。よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を行います。５番、東江清和議員。 

５番（東江清和議員） 

 いま村長が読み上げた議案なんですが、伊是名村船舶運航特別会計

条例の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項、この９６条第１項は１号から３号まであります。これは何に該当

するのか説明いたします。 

 まず１号は条例の設置又は改廃、２号は予算に定める。３号は決算

を認定する。その１号から３号まであります。そこを再度説明を求め

たいと思います。 

議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 お答えいたします。議案の地方自治法第９６条第１項第１号の規定

であります。第１号というのが漏れておりました。大変失礼しました。 

議長（宮城安志） 

 ５番、東江清和議員。 
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５番（東江清和議員） 

 これは１号の文言が抜けていたということになるわけですよね、わ

かりました。これは議長、追加でよろしいということになるわけです

よね。 

議長（宮城安志） 

 もう一度お願いします。 

５番（東江清和議員） 

 １号の追加をしたら、これは訂正になるわけですか。１号挿入とい

うのは、議案の説明の中に、これは議案書ですから。何号とちゃんと

入れるべきだと思いますけど。休憩をお願いします。 

議長（宮城安志） 

 休憩します。 

休憩 午後３時５９分 

再開 午後４時０２分 

議長（宮城安志） 

 再開します。 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 ただいまの議案第３４号の件ですけれども、地方自治法第９６条第

１項の次に第１号というものが漏れておりました。大変申し訳ござい

ませんでした。これを訂正して挿入したいと思います。よろしくお願

いします。 

議長（宮城安志） 

 質疑続けます。２番、宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 次のページの改正前と改正後の２項、村長が後納を認めた運賃につ

いてということで、改正前では旅客運賃が含まれておりませんが、改

正後、旅客運賃が今回含まれております。 

 これまで旅客運賃については、後納を認めていなかったと思うんで

すが、今回、後納を認めるということになっているんですが、それは
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どのようなことを想定して旅客運賃を後納するようにということに

なったのか。そしてどのような計画があって条例の改正をもってきた

のか、お願いします。 

議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 第８条に改正前では旅客運賃の後納という文言が入ってないとい

うことであったんですけど、今回、旅客運賃を入れてございます。 

 それは修学旅行が第一に想定されます。修学旅行は、いっぺんに発

券して旅行社が後納する支払いになっております。前金ではないよう

です。そのことに対応するために条例改正をします。 

議長（宮城安志） 

 ２番、宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 子どもたちの民泊事業の受入のため、この民泊事業はいままでも受

け入れはやっていると思うんですが、何が変わって後納を今年から認

めるようになったんですかということを聞いているんですよ。 

議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 この旅客運賃というのが明記されていなかったということで、今

回、消費税の改正に併せて明記したということです。以上です。 

議長（宮城安志） 

 休憩します。 

休憩 午後４時０５分 

再開 午後４時０６分 

議長（宮城安志） 

 再開します。 

 ２番、宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 
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 今回から正式に後納を旅客運賃の方で認めるということの改正と

いうことでしたので、ぜひまたもっと多くの旅行社を誘致して、数多

くの観光客が来れるように頑張って下さい。以上です。 

議長（宮城安志） 

 他に質疑ありませんか。 

 お諮りします。質疑を終結してもよろしいでしょうか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３４号・伊是名村船舶運航事業特別会計条例の一部

を改正する条例を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第３４号・伊是名村船舶運

航事業特別会計条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決され

ました。 

 これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これで散会いたします。 

散会（午後４時０８分） 



 - 58 - 

 

令和元年第３回伊是名村議会定例会会議録 第２号 

招集年月日  令和元年９月１８日 

招集の場所  伊是名村議会議事堂 

開会・閉会 

議長の宣告 

開会 令和元年９月１８日 １０時３０分 議長 宮城安志 

散会 令和元年９月１８日 １４時５４分 議長 宮城安志 

 

議員の出席及び欠席 

出席１０名 欠席０名 

議席番号 氏   名 出欠別 議席番号 氏   名 出欠別 

１ 前 川 秀 和 出  席 ８ 前 田  清 出  席 

２ 宮 城 義 秀 〃 ９ 東 江 克 伸 〃 

３ 仲 田 正 務 〃 10 潮平そのみ 〃 

５ 東 江 清 和 〃 11 宮 城 安 志 〃 

６ 東 江 源 也 〃    

７ 伊 禮 正 徳 〃    

 

会議録署名議員 

６番 東 江 源 也 ７番 伊 禮 正 徳 

                                  

職務のため会議に出席した者の職氏名 

議会事務局長 高 良 和 彦 議会事務局主事 久 高 孝 恵 

                                  

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 

村 長 前 田 政 義 農林水産課長 諸 見 直 也 

副 村 長 奥 間  守 建設環境課長 末 吉 長 吉 

教 育 長 名 嘉  正 教育振興課長 濱 里  篤 

総 務 課 長 兼 元 清 永 住民福祉課長 諸見美奈子 

会 計 管 理 者 前 田 秀 光 商工観光課長 前 川 栄 進 

企画政策課長 神 田 宗 秀   

 



 - 59 - 

会議の経過 別紙のとおり 

会議に付した事件       令和元年９月１８日 

 令和元年度伊是名村一般会計補正予算（第３号） 

 令和元年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度伊是名村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度伊是名村育英事業特別会計補正予算（第１号） 

 物品購入契約の締結について 

 北部広域市町村圏事務組合規約の変更について 

 県産品の優先使用について（要請） 

 平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定について 

 平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

 平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 

 平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

いて 

 平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 

について 

 平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

いて 

 平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

いて 

 平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 



 - 60 - 

令和元年第３回伊是名村議会定例会議事日程（第２号） 

１．開 議 午前１０時 

２．付議事件及び順序      令和元年９月１８日（水） 

日程番号 議案番号 件     名 

１ 議案第36号 令和元年度伊是名村一般会計補正予算（第３号） 

２ 議案第37号 
令和元年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号） 

３ 議案第38号 
令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予

算（第１号） 

４ 議案第39号 
令和元年度伊是名村農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号） 

５ 議案第40号 
令和元年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正予

算（第１号） 

６ 議案第41号 
令和元年度伊是名村育英事業特別会計補正予算

（第１号） 

７ 議案第42号 物品購入契約の締結について 

８ 議案第35号 北部広域市町村圏事務組合規約の変更について 

９ 陳情第１号 県産品の優先使用について（要請） 

10 認定第１号 
平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認

定について 

11 認定第２号 
平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入

歳出決算の認定について 

12 認定第３号 
平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算の認定について 

13 認定第４号 
平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

14 認定第５号 
平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

15 認定第６号 
平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

16 認定第７号 
平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

17 認定第８号 
平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

 



 - 97 - 

議長（宮城安志） 

 これから本日の会議を開きます。         （午前１０時

３０分） 

 会議日程に入る前に、本会議提出の付議事件に対し、訂正請求書が

提出されておりますので、それを許します。 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 それでは、令和元年９月１７日に提出しました、議案第３７号・令

和元年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）です。 

 議案第３７号の予算総則第１条中「歳入歳出予算の総額から」とい

うふうになっているんですけれども、これを「歳入歳出予算の総額に」、

「から」を「に」に訂正お願いいたします。 

 また、監査意見書について、一部差し替えがございますので、配付

のとおり、差し替えお願いしたいと思います。以上でございます。 

議長（宮城安志） 

 それでは、これより本日の議事日程に入ります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりでございます。 

 直ちに本日の議事日程に入ります。 

 日程第１ 

 議案第３６号・令和元年度伊是名村一般会計補正予算（第３号）を

議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 それでは議案第３６号・令和元年度伊是名村一般会計補正予算（第

３号）の提案理由の説明をいたします。 

 令和元年度伊是名村一般会計補正予算（第３号）は、予算総則第１

条から第２条に定めるとおりとします。 

 歳入歳出予算の補正について、既定の歳入歳出予算総額に歳入歳出

それぞれ６,０１０万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ２７億６,８２７万３千円とするものであります。 
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 歳入につきましては、１２款分担金及び負担金で老人福祉施設負担

金１３万３千円の増、１４款国庫支出金で幼児教育・保育無償化事業

実施による３３９万円の増、１５款県支出金でウリミバエ地上防除事

業３千円の増、１９款繰越金で財源確保のため、前年度繰越金から４,

６６４万２千円を増額しています。 

 ２０款諸収入で５４４万９千円の増となっていますが、自治体クラ

ウド導入団体支援事業にかかる助成金５００万円が主な増となって

います。 

 ２１款村債での繰出金の借入のため１５０万円と、北部広域ネット

ワーク機能強化事業負担金の借入のため、２６０万円を計上していま

す。 

 歳出につきましては、２款総務費で３,４４４万１千円の増となっ

ていますが、自治体クラウドシステム移行に伴う基幹系末端機入替に

よる委託料２１７万６千円の増、役場新庁舎建設基金計画策定業務委

託料７００万円の増、北部広域事務組合負担金３０８万３千円の増、

出産祝い金及び結婚祝い金１５０万円の増、ｅＬＴＡＸ更改作業及び

地方共通納税システム初期導入委託料１０６万２千円の増、一括交付

金事業である観光地等クリーンアップ事業の賃金で１,８１７万８千

円の増が主な内容となっています。 

 ３款民生費で５７２万円の増となっていますが、老人保護措置費の

扶助費２１０万円の増、子ども・子育て支援事業実施に伴うシステム

改修等の委託料３３９万１千円の増が主な内容となっています。 

 ４款衛生費で８８０万４千円の増となっていますが、土地購入費で

公営墓地建設候補地土地取得のために４３２万９千円を計上し、７款

土木費から予算を組み替えるものであります。 

 また、農業集落排水事業特別会計繰出金で１５０万円の増、美化セ

ンターブロアーポンプ修繕費２６８万６千円の増が主な内容となっ

ています。 

 ５款農林水産業費で１００万円の増となっていますが、水田用送水

管漏水箇所修繕に伴う工事費１００万円の増が主な内容となってい
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ます。 

 ７款土木費で４３２万９千円の減となっていますが、４款衛生費へ

公営墓地建設候補地土地取得のために４３２万９千円を組み替えす

るものであります。 

 ９款教育費で１,４３１万７千円の増となっていますが、小学校建

設基本計画、基本設計委託料５６０万円の増、小学校ブロック塀改修

工事費１８４万７千円の増、ふれあい民俗館幹線設備改修工事費４８

４万円の増が主な内容となっています。以上が歳入歳出の補正内容と

なっています。 

 なお、詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書のとお

りであります。 

 令和元年度伊是名村一般会計補正予算（第３号）を、地方自治法第

９６条第１項第２号及び同法第２１８条第１項の規定に基づき提出

し、議会の議決を求めるものであります。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

をいたします。 

議長（宮城安志） 

 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませ

んか。２番、宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 それでは１７ページの観光地等クリーンアップ事業１,８１７万８

千円の賃金の内容についての説明をお願いしたいんですが、よろしく

お願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 企画政策課長、神田宗秀君。 

企画政策課長（神田宗秀君） 

 宮城義秀議員のご質問にお答えしたいと思います。答える前に、今

回の一括交付金の手続きについて、少し財政面で有利に働くように手

法的に一括と言いますか、ちょっと理解しづらい形の部分もあると思

いますので、ご了承下さい。 
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 この件に関しては、定住促進住宅が関係しておりまして、今回の一

括交付金の全体計画ではなくて、配分額２億１,４００万円あるんで

すが、それをオーバーして事業計画が出ていました。 

 それで定住促進住宅に関しては、早めの発注が必要ということで、

そこに満額を確保しまして、そのオーバーしている部分を今回の観光

地等クリーンアップの賃金の方で減額して、当初予算を組んできて、

今回減額していた分の補正という形で継続しております。 

議長（宮城安志） 

 休憩します。 

休憩 午前１０時４３分 

再開 午前１０時４５分 

議長（宮城安志） 

 再開します。 

 ２番、宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 年間でこの事業は全額執行できるということで理解してよろしい

わけですね。以上です。 

議長（宮城安志） 

 他にありませんか。７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 それでは歳出の１９ページ、このページの組替の予算の感じがしま

すけど、確認します。去った７月３０日に一般会計補正予算２号でラ

イフステージに応じた子ども支援ということで委託費７１万７千円

計上したと思われますが、今回、細節を設けていて単独で実施すると

いうような予算書となっています。 

 なぜ、そうなったのか。この１カ月間の状況、経緯、そして現状を

詳しく教えていただきたいと思います。 

議長（宮城安志） 

 住民福祉課長、諸見美奈子さん。 

住民福祉課長（諸見美奈子さん） 
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 伊禮議員の質疑にお答えします。８月補正で今回、子ども・子育て

支援事業の方を行うということで補正をさせてもらいました。 

 委託先、本来、私たちは当初は委託事業ということで、事業所の方

を確保するために募集の方をかけてみたんですけれども、やはり委託

先が決定することができず、事業の方も必要とする家庭もいましたの

で、今回直営という形で予算を組み替えさせてもらい、村の方で事業

主体に参加させてもらっています。 

 現状としては、いま現在、スタッフが８名いて、自由シフト制で行っ

ております。通常、二人ずつスタッフがいます。児童数がいま現在、

１年生４名、２年生１名、３年生２名ということで、７名の児童が預

かりの方で２時から子どもたちをいま預かっている状況です。以上で

す。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 非常に高い数字ですけれども、場所がどこで実施されているのかを

聞いています。 

 その後、８月入ってから防災放送等で子どもたちの募集等々は聞い

たんですけれども、当初１６名だったと思うんですけれども、１６名

の予定者の方々には連絡をされているとは思うんですけれども、いま

７名でしたということなんですが、年内は７名ということで、そのま

ま実施するということになると思うんですが、現状は実施してみて厳

しい状況なのかどうか。そして場所等に関しても、いまの場所はどこ

でやっているのか。その辺りを再度確認したいと思います。 

議長（宮城安志） 

 住民福祉課長、諸見美奈子さん。 

住民福祉課長（諸見美奈子さん） 

 お答えします。現状は７名ということでスタートをさせてもらって

います。ただ、いま事業の方はご父兄の方たちが申込書の方は持って

いかれて、内容の説明はしているんですけれども、まだ申込みに至っ
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てない部分があります。 

 通年の募集をかけるということでしていますので、徐々に子どもた

ちの状況を確認して増えていくかと思っています。住民福祉課の事業

と一緒に県の委託事業もスタートして行っていますので、私たちが拾

えない部分は、県の委託事業所の方が拾い、そしてまた住民福祉課の

他のキッズクラブの方に入ってくるかなと思っています。 

 場所の方は、いま現在、伊是名の体験交流施設の方を利用させても

らっています。以上です。 

議長（宮城安志） 

 ７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 わかりました。ぜひ、この事業は強化して体制づくりという形で来

年度からは期待されるということで、私も去った臨時会では頑張って

ほしいということでありました。 

 児童生徒のことは福祉課でみる件、あるいはまた教育委員会でやら

なければいけないものなどがあると思うんですけれども、いま福祉課

の方で一生懸命やっていますけれども、児童生徒に関しては、教育長

の方、また放課後児童クラブというのは福祉課の方で普通やるんです

が、放課後子ども教室なども学校の方には、いま伊是名村ではないと

思うんですけれども、こういった関係を考えたら、福祉の分野でやる

もの、そして教育の分野でやるもの、お互い連携を取りながらやって

いくこともひとつ検討していただきたいなとは考えていますけれど

も、いかがでしょうか。 

議長（宮城安志） 

 教育長、名嘉正君。 

教育長（名嘉 正君） 

 住民福祉課で始まっているこの事業の内容については、私勉強不足

でちょっとわからないですけれども、教育委員会で小学校において子

どもたちの預かりということで実施していますのは、スポーツ関係、

サッカー、バスケットボール、それから文化的な事業といたしまして
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は、現在、絵画、ＡＬＴの先生に英語を教えてもらったりしておりま

す。 

 そういう住民福祉課が実施しているその事業について、我々も、担

当は、おそらく承知しているというふうに思いますけれども、タイ

アップしてスムーズに進められるようなことがあれば、お互いに協力

して進めていきたいというふうに考えております。 

議長（宮城安志） 

 他にありませんか。５番、東江清和議員。 

５番（東江清和議員） 

 それでは１７ページ、総務費、これは７項の１目伊是名島観光振興

事業、これは賃金の件なんですが、先程、宮城議員の方からも質問が

ありましたが、今回１,８１７万８千円、これは当初予算で５,１００

万円の予算計上がありまして、今回１,８００万円、合計７,０００万

円相当になるわけですが、この賃金が大幅に組替して云々で予算に計

上したと思うんですがその賃金がそれだけ大幅アップしたというこ

とは、後程、議案第４２号とも関連すると思うんですが、大型機械を

購入されますので、この機械を操縦するオペレーター云々、こういう

関係の賃金も組まれているのかということも含めて質問いたします。 

 それから２１ページ、環境衛生費の中の公有財産購入費、これは先

程、村長の説明では公営墓地の購入予定だということであります。 

 その件については、予算を比べると６月の定例議会でも全く同額の

補正がなされておりました。６月の補正でも全くの同額の補正が計上

されておりました。 

 今度、組替で土木の道路維持費で減額されたということを聞いてお

ります。この６月の補正との絡み、全く同じなんですが、これは絡み

があるのか。これも含めて、６月の補正、金額は全く同じなんですよ。 

 ６月の補正では、７款土木費、２項道路維持費で全額同額の予算計

上があったわけですよね。これも含めて、関連する予算でありますの

で、ぜひお答えをお願いいたします。 

 それと公営墓地の予定だということなんですが、これ場所がどこら
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辺で公営墓地の建設を予定しているのか。そこも含めて、ひとつお願

いいたします。 

議長（宮城安志） 

 しばらく休憩します。 

休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１０時５７分 

議長（宮城安志） 

 再開いたします。 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 ご質疑にお答えします。１７ページの１,８００万円の補正の経緯

は、先程、企画政策課長が説明したとおりであります。 

 この賃金の中に後件の物品の繰り入れた賃金が含まれているかと

いうご質疑でよろしいですか。含まれております。以上です。 

議長（宮城安志） 

 建設環境課長、末吉長吉君。 

建設環境課長（末吉長吉君） 

 ２点目の公営墓地の購入についてお伺いします。２４ページの道路

維持管理費の方で４３２万９千円、これは６月の補正に計上したもの

であります。 

 この件に関しては、課の方のミスでございます。それをいま組替と

いう形で、公営墓地の購入という予算になりますので、これを組替し

て衛生管理費、丸々同じ額を計上したということになります。すみま

せんでした。 

 もう１点、場所なんですが、勢理客の方でいま予定しています。あ

と諸見、２カ所の方でいま公園墓地を予定しております。以上です。 

議長（宮城安志） 

 ５番、東江清和議員。 

５番（東江清和議員） 

 観光振興課長の答弁わかりました。それから建設課長の答弁も組替
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ということがわかりました。 

 私もちょっと勘違いもしまして、以前から叫ばれている永代墓地で

すか、そのことともちょっと関連しているので、私も勘違いしたわけ

ですけど、それは各地域に墓地の整備ということになるわけですね、

お願いします。 

議長（宮城安志） 

 建設環境課長、末吉長吉君。 

建設環境課長（末吉長吉君） 

 お答えします。墓地に関して、県の方から各市町村に一部事務の方

が移管されて、それに伴って、いま各市町村、公営の墓地を整備して

いるところも多くあるんですけど、村としても永代供養でお墓の納骨

あたりもいまから検討する必要があるのかなと個人的には思ってい

ます。 

 ただ、今回のものに関しては、公営墓地を指定して、それ以外の場

所においては、いわゆる個人墓の建設は景観的にもあまり良くないで

すので、その辺は条例化していこうということは考えております。 

議長（宮城安志） 

 他に質疑ありませんか。５番、東江清和議員。 

５番（東江清和議員） 

 他にないようでありますが、もう一度追加でぜひお願いいたしま

す。 

 予算作成のあり方なんですが、これは大方一般会計が主なんですけ

ど、予算の様式に節、区分があるんですけど、例えば、節、区分の中

には委託料、節、区分名称が例えば１３委託料、あるいは１５工事請

負費、１８節備品購入費、あるいは１９節には負担金、補助金及び交

付金と、こういう名称があるわけですけど、この説明の欄で包括した

あまりにも客観的に節の名前と同じような説明をされているわけで

す。 

 例えば委託料でしたら、説明の中でも委託料と、この委託料の中に

は何々設計委託料とか、何々委託料とか、こういう名称区分があるは
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ずなんですけど、こういうような謳い方をしていると。 

 あるいは工事請負費あたりは、節、区分には１５節の工事請負費、

説明でも工事請負費と書いてあるわけですよ。 

 これは例えば何々工事請負費、何々工事費、維持補修とか、こうい

うのがあるはずなんですけれども、すぐ工事請負費だけを記入してい

るというのがあります。 

 例えば、その他にも１８節の備品購入費でしたら、これは自治法上

の予算、節、区分で備品購入費とちゃんとあるわけですけれども、説

明の方にも備品購入費というような謳い方が多々あるわけですよ。 

 この辺は、先程言ったように庁用備品とか、あるいは機械器具とか、

あるいは船舶、飛行機云々には備品があるはずなんですけど、このよ

うな謳い方をぜひしてもらいたいという、これまでの予算を見たら、

殆どひっくるめてやっているものですから、非常に紛らわしいと、予

算を審議している以上、議員は住民にも説明する義務があるわけです

から、この辺は、ある程度は名称がわかるような謳い方をぜひしても

らいたいと思います。 

 例えば、今回、補正後、議案第４２号、次の議案に備品購入費が出

てくるわけですけど、例えば、あの備品購入費が一体全体、いつの予

算でこういう１,７００万円相当の備品が計上されているかという、

そこを探るのにひと苦労しました。当初予算でもいま言う謳い方がさ

れています。 

 備品購入費として１,８００万円ぐらい、これの内訳が殆どないわ

けです。これは村長の説明でもこの辺は謳われてないです。ですから、

その辺ぜひ副村長、予算を統括する長として、この辺は担当課とも調

整して予算作成するときに、この辺の謳い方は明確にしてもらいたい

と思います。 

 そうしないと、私たち予算審議のしようがないです。今回、次に出

てくる備品購入費、これを探すのに非常に苦労しました。それも含め

て、別に住民に公表してもおかしくない予算ですから、そこら辺は名

目もちゃんとして予算の作成をやってもらいたいと思います。以上で
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す。 

 村長は、大方副村長を経由して村長の方に予算はあげるわけですけ

ど、担当課長、予算課長、そこを仕切るのは副村長がある程度予算を

牛耳ておりますので、最終的には村長までもっていくということです

ので、ぜひ副村長にこの予算のあり方についての答弁をしてもらいた

いと思います。 

議長（宮城安志） 

 副村長、奥間守君。 

副村長（奥間 守君） 

 ただいま５番東江議員のご指摘のとおり、予算書の作り方、いま見

ますと、確かに節の名前と説明欄が同じようになって、確かにわかり

づらい部分がこれまではあったのかなと思います。 

 確かに、いま指摘あったとおり、今後はその辺も改善していきたい

と、そういうふうに考えております。 

 そうすることによって、村長の提案理由の説明ももっと短くて済む

のかなと、その辺も考えておりますので、その辺は今後改善していき

ますので、よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 休憩いたします。 

休憩 午前１１時０７分 

再開 午前１１時１２分 

議長（宮城安志） 

 再開します。 

 審議続行中です。３番、仲田正務議員。 

３番（仲田正務議員） 

 ２８ページ、教育費の３目ふれあい民俗館の補正額４８０万円、

ちょっと金額見ていますけど、この説明の方をよろしくお願いいたし

ます。 

議長（宮城安志） 

 教育振興課長、濱里篤君。 
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教育振興課長（濱里 篤君） 

 それでは、仲田正務議員の質疑にお答えいたします。 

 教育費の文化財保護費、ふれあい民俗館費の方で、今回、工事請負

費ということで４８４万円を計上いたしておりますが、産業支援セン

ターの前から電柱をふれあい民俗館の手前まで持っていって、それか

らふれあい民俗館の中では引込柱、それからハンドホールの整備を

行って、電源の復旧をしていこうという工事の内容となっておりま

す。 

議長（宮城安志） 

 他にありませんか。１番、前川秀和議員。 

１番（前川秀和議員） 

 ２８ページをちょっと確認したいと思います。２８ページの社会教

育総務費ですか、その中に海外短期留学の派遣費負担がマイナス５９

万９千円になっていますけど、これは当初計上した分が多めにやった

ということで、戻しのものでやっているのか。それとも留学生が計画

より行かなくてそうなったのか、そこら辺をちょっと確認したいと思

います。よろしくお願いいたします。 

議長（宮城安志） 

 教育振興課長、濱里篤君。 

教育振興課長（濱里 篤君） 

 それでは前川秀和議員のご質疑にお答えいたします。当初予算の方

では、通常二人分ということで、例年二人分の予算計上を行っており

ます。 

 今回、中学校の方に留学の申し込みを募っておりましたが、お一人

しか応募がなくて、こちらとしても残念な結果でありましたが、お一

人の留学の派遣ということで、その残額分を減額しております。 

議長（宮城安志） 

 他に質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。討論はありませんか。 

５番（東江清和議員） 

 それでは、今回の補正予算、一般会計、先程、私が質疑しておった

んですけど、ぜひ予算項目の節、区分等の名称を節、区分の名称に止

まらず、説明の欄でもある程度説明できるような明記をしていただく

よう、今後の予算にもぜひ反映されるような予算の作り方に改められ

るよう要望して、今回の補正予算には賛成の討論といたします。以上

です。 

議長（宮城安志） 

 他に討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論を終結いたします。 

 これから採決を行います。議案第３６号・令和元年度伊是名村一般

会計補正予算（第３号）を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第３６号・令和元年度伊是

名村一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

 日程第２ 

 議案第３７号・令和元年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第３７号・令和元年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）の提案理由の説明をいたします。 

 令和元年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、

予算総則第１条に定めるとおりとします。 

 歳入歳出予算の補正について、既定の歳入歳出予算総額から歳入歳

出それぞれ１７８万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
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それぞれ１,４７７万６千円とするものであります。 

 歳入につきましては、５款繰越金で１７８万８千円の増額となって

います。 

 歳出につきましては、２款後期高齢者医療広域連合納付金で１１１

万５千円の増、３款諸支出金で１９万円の増、４款予備費で４８万３

千円の増額となっています。 

 なお、詳細につきましては、歳入歳出予算補正事項別明細書のとお

りであります。 

 令和元年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を、

地方自治法第９６条第１項第２号及び同法第２１８条第１項の規定

に基づき提出し、議会の議決を求めるものであります。 

 令和元年９月１７日、伊是名村長 前田政義。よろしくお願いしま

す。 

議長（宮城安志） 

 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 １点だけお願いします。７ページです。諸支出金、保険料還付金で

すが、例年に比べたら時期にちょっと額が増えているかなという感じ

がしますが、現状、実際多くなっている原因は何かあったんでしょう

か、お願いします。 

議長（宮城安志） 

 住民福祉課長、諸見美奈子さん。 

住民福祉課長（諸見美奈子さん） 

 お答えします。保険料還付金の件についてですが、これは本人死亡

及び住民異動による還付ということで、今回５９件分を予定していま

す。その分の予算計上となります。以上です。 

議長（宮城安志） 

 他にありませんか。 
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（「質疑なし」という者あり） 

 ないようですので、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論を終結いたします。 

 これから議案第３７号・令和元年度伊是名村後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第３７号・令和元年度伊是

名村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可

決されました。 

 日程第３ 

 議案第３８号・令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第３８号・令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）の提案理由の説明をいたします。 

 令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、

予算総則第１条に定めるとおりとします。 

 歳入歳出予算の補正について、既定の歳入歳出予算総額に歳入歳出

それぞれ５９７万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ２億４５０万円とするものであります。 

 補正の内容については、歳入において５款繰越金で５９７万９千円

の増額となっています。 

 歳出において６款予備費で５９７万９千円の増額となっています。 

 なお、詳細につきましては、事項別明細書のとおりでございます。 

 令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）を、
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地方自治法第９６条第１項第２号及び同法第２１８条第１項の規定

に基づき提出し、議会の議決を求めるものであります。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

をいたします。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 これで質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論を終結いたします。 

 これから議案第３８号・令和元年度伊是名村簡易水道事業特別会計

補正予算（第１号）を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第３８号・令和元年度伊是

名村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決

されました。 

 日程第４ 

 議案第３９号・令和元年度伊是名村農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第３９号・令和元年度伊是名村農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）の提案理由の説明をいたします。 

 令和元年度伊是名村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

は、予算総則第１条から第２条に定めるとおりとします。 

 歳入歳出予算の補正について、既定の歳入歳出予算総額に歳入歳出

それぞれ３,２３０万４千円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ１
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億３,１１３万６千円とするものであります。 

 歳入につきましては、２款県支出金で２,７００万円の増、３款繰

入金で１５０万円の増、４款繰越金で２３０万４千円の増、６款村債

で１５０万円の増額となっています。 

 歳出につきましては、１款総務費で２０万円の増、２款事業費で３,

１３６万４千円の増となっていますが、伊是名西部地区施設整備の委

託料、工事費の増が主であり、４款公債費で６４万円の増、６款予備

費で１０万円の増額となっています。 

 なお、詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書のとお

りであります。 

 令和元年度伊是名村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

を、地方自治法第９６条第１項第２号及び同法第２１８条第１項の規

定に基づき提出し、議会の議決を求めます。 

 令和元年９月１７日、伊是名村長 前田政義。よろしくお願いいた

します。 

議長（宮城安志） 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３９号・令和元年度伊是名村農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第３９号・令和元年度伊是

名村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり

可決されました。 
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 日程第５ 

 議案第４０号・令和元年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第４０号・令和元年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正予算

（第１号）の提案理由の説明をいたします。 

 令和元年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正予算（第１号）は、

予算総則第１条に定めるとおりとします。 

 歳入歳出予算の補正について、既定の歳入歳出予算総額に歳入歳出

それぞれ５２７万１千円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ１,４

６０万９千円とするものであります。 

 歳入につきましては、２款繰越金で５２７万１千円の増額となって

おります。 

 歳出につきましては、１款事業費で３０８万８千円の増となってい

ますが、施設管理費の修繕費３００万円が主であり、２款予備費で２

１８万３千円の増となっております。 

 なお、詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書のとお

りであります。 

 令和元年度伊是名村港湾整備事業特別会計補正予算（第１号）を、

地方自治法第９６条第１項第２号及び同法第２１８条第１項の規定

に基づき提出し、議会の議決を求めます。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

します。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を許します。３番、仲田正務議員。 

３番（仲田正務議員） 

 それでは、６ページの方をよろしくお願いします。施設管理費の修

繕費が３００万円ありますけど、この修繕は何の修繕なのか、説明の

方をよろしくお願いします。 
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議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 ご質疑にお答えします。修繕費の方、港湾の係船柱周りのフェンス

が腐食している部分の修繕と、あと火災報知器関係の修繕が主です。 

議長（宮城安志） 

 質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第４０号・令和元年度伊是名村港湾整備事業特別会計

補正予算（第１号）を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第４０号・令和元年度伊是

名村港湾整備事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決

されました。 

 日程第６ 

 議案第４１号・令和元年度伊是名村育英事業特別会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第４１号・令和元年度伊是名村育英事業特別会計補正予算（第

１号）の提案理由の説明をいたします。 

 令和元年度伊是名村育英事業特別会計補正予算（第１号）は、予算

総則第１条に定めるとおりとします。 

 歳入歳出予算の歳出について、２款１項事業費で５１節給付金から
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８８万２千円を減額し、１９節負担金、補助金及び交付金へ組替する

ものであります。 

 なお、詳細につきましては、歳入歳出補正予算事項別明細書のとお

りであります。 

 令和元年度伊是名村育英事業特別会計補正予算（第１号）を、地方

自治法第９６条第１項第２号及び同法第２１８条第１項の規定に基

づき提出し、議会の議決を求めます。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

いたします。 

議長（宮城安志） 

 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませ

んか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第４１号・令和元年度伊是名村育英事業特別会計補正

予算（第１号）を採決いたします。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第４１号・令和元年度伊是

名村育英事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決され

ました。 

 暫時休憩いたします。  

休憩 午前１１時３０分  

再開 午後 １時３０分  

議長（宮城安志）  

 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 日程第７ 

 議案第４２号・物品購入契約の締結についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 それでは、議案第４２号・物品購入契約の締結について説明をいた

します。 

 海浜清掃機及び乗用式芝刈機について、次のように財産を取得した

いので地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第８号

の規定により議会の議決を求めます。 

 １．契約の目的、海浜清掃機及び乗用式芝刈機購入。２．契約の方

法、指名競争入札。３．契約金額、１,６３９万円。４．契約の相手

方、沖縄県名護市伊差川３５番地、ヤンマー沖縄株式会社北部支店長

 長堂淳二。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。 

 提案理由、海浜清掃機及び乗用式芝刈機購入については、伊是名村

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭

和４７年条例第３１号）第３条の規定により議会の議決を必要としま

すので、本案を提出するものであります。 

 なお、物品購入概要と物品売買契約書の写しも添付されておりま

す。よろしくお願いをいたします。 

議長（宮城安志） 

 議案説明が終わりましたので、これから質疑を許します。質疑あり

ませんか。３番、仲田正務議員。 

３番（仲田正務議員） 

 購入機械６台でかなりの高額ですけど、これは機械の倉庫とかは準

備されているのでしょうか。その説明をよろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 お答えします。乗用芝刈機については合計４台ですけれども、臨海



 - 118 - 

ふれあい公園のメインスタンドの方に入りますので、そこで保管管理

したいと思います。 

 乗用トラクターとビーチクリーナーですが、それについては保健セ

ンターの横のトライアスロン倉庫を整備して、そこで管理する予定で

ございます。 

議長（宮城安志） 

 ３番、仲田正務議員。 

３番（仲田正務議員） 

 わかりました。これは大切な機械ですので、雨ざらしにしないよう

大切に使ってもらえたらと思います。以上です。 

議長（宮城安志） 

 他にありませんか。２番、宮城義秀議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 ちょっと私勉強不足なのであれなんですけれども、消費税の取扱い

は単純にいま見たら１０％になっているんですけども、報道されてい

るのでは１０月１日というふうに聞いているんですが、これは納品と

か、そういう関係で現段階で、この契約で１０％としているのか、そ

の辺、説明をお願いします。 

議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 消費税については、１０月１日から１０％に引き上げられるという

ことでありまして、契約が８月２９日契約でやっておりますけれど

も、納品自体が１０月以後の納品予定ですので、ですから、１０％と

しております。以上です。 

議長（宮城安志） 

 休憩いたします。 

休憩 午後１時３７分 

再開 午後１時４４分 

議長（宮城安志） 
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 再開いたします。 

 質疑続行中です。５番、東江清和議員。 

５番（東江清和議員） 

 ビーチクリーナーですが、伊是名ビーチがいま工事されています。

護岸の方も直立型の護岸になりますが、ビーチに対応できるような、

例えば乗り入れがスムーズにできるとか、そういうのも考慮されてい

るのか。例えば、こういう機械を入れるのは、村内の海岸一面を全部

こういうので対応してクリーンをするということになると思います

けど、でもターシの浜辺りは、この機械が自由に乗り入れできないと

いうような感じがするんですが、その辺の説明をお願いします。 

議長（宮城安志） 

 商工観光課長、前川栄進君。 

商工観光課長（前川栄進君） 

 ターシの浜について、ターシの石の方にスロープがあります。そこ

から行けると判断しております。 

５番（東江清和議員） 

 ビーチ側ですか。 

議長（宮城安志） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 お答えします。いま直立護岸という話がありましたけれども、あれ

は隠し護岸と申しまして、養浜が入った場合に水叩工と言うんですけ

れども、そこからはなだらかに養浜が完成しますので、何ら乗り入れ

には問題ないかと思っております。以上です。 

議長（宮城安志） 

 ５番、東江清和議員。 

５番（東江清和議員） 

 それだけのいい機械を導入するわけですから、海浜の整備に努めて

いただきたいと思います。以上です。 

議長（宮城安志） 
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 他に質疑ありませんか。 

 休憩します。 

休憩 午後１時４６分 

再開 午後１時４８分 

議長（宮城安志） 

 再開します。 

 質疑続行中です。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 ないようですので、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 これで討論を終わります。 

 これから議案第４２号・物品購入契約の締結についてを採決しま

す。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第４２号・物品購入契約の

締結については、原案のとおり可決されました。 

 日程第８ 

 議案第３５号・北部広域市町村圏事務組合規約の変更についてを議

題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 議案第３５号・北部広域市町村圏事務組合規約の変更についての提

案理由の説明をいたします。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定に

基づき、北部広域市町村圏事務組合規約を以下のとおり変更すること

について議決を求めます。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。 
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 内容としましては、北部広域市町村圏事務組合規約の一部を変更す

る規約。 

 北部広域市町村圏事務組合規約（平成４年県指令総第７３１号）の

一部を次のように変更する。 

 第３条第１５号中「（名護市、大宜味村、東村、今帰仁村、本部町、

恩納村、宜野座村、金武町、伊江村、伊平屋村、伊是名村に係るもの

に限る。）」を削るということでございまして、附則として、この規

約は、沖縄県知事の許可のあった日から施行すると。 

 提案理由が北部広域市町村圏事務組合の共同処理事務である北部

広域ネットワークの管理運営に関する事務に国頭村を加えるため、同

規約を変更することについて協議したいので、地方自治法第２９０条

の規定により、本案を提出するものであります。 

 これについては、この括弧書きを取っ払って、次のページに現行と

改正案が提示されておりますが、この中において国頭村を加えるとい

うことについて、改正案の一番下の(１５)北部広域ネットワークの管

理運営に関することということで提案したいということであります。 

 これは国頭村がこれまで基幹整備がされてなくて加わってなかっ

たと。今回、加わったということについて括弧書きを取っ払うという

ことでございます。よろしくお願いします。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を許します。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第３５号・北部広域市町村圏事務組合規約の変更につ

いてを採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありま

せんか。 
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（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第３５号・北部広域市町村

圏事務組合規約の変更については、原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩いたします。 

休憩 午後１時５３分 

再開 午後２時１３分 

議長（宮城安志） 

 再開いたします。 

 日程第９ 

 陳情第１号・県産品優先使用についてを議題とします。 

 お諮りします。陳情第１号については、会議規則第９２条第２項の

規定により、委員会の付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、陳情第１号については、委員会

の付託を省略することに決定しました。 

 陳情第１号の理由及び趣旨については、お手元に配付してあるとお

りです。朗読は省略いたします。 

 それでは、陳情第１号・県産品優先使用についてを採決します。 

 お諮りします。本件は、採択することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、陳情第１号・県産品の優先使用

については、採択することに決定いたしました。 

 日程第１０ 

 認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定につい

てを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、その概要、及び提案理由の説明をいたします。 
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 平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定については、別添、

歳入歳出決算総括表のとおりであります。 

 歳入においては、１款村税から２０款村債までの歳入合計は、予算現額

２９億６,９７８万４千円に対し、収入済額３０億５,９８５万９千円で、

予算現額に対する収納率は１０３.０３％となっています。 

 一方、歳出においては、１款議会費から１３款予備費までの予算現額２

９億６,９７８万４千円に対し、支出済額が２７億２,５７６万円で、予算

執行率９１.８％となっています。 

 当該年度決算における形式収支額は、歳入歳出差引額３億３,４０９万９

千円の黒字で、翌年度に繰り越すべき財源を除いた実質収支額は２億９,

６０９万９千円の黒字となっております。 

 また、実質公債費比率は、前年度に比べ０.５ポイント減の５.３％となっ

ています。 

 認定第１号につきましては、監査委員の決算審査意見書に掲げられた指

摘事項等について厳粛に受け止め、適切な対策を講じ、今後の財政運営に

努めてまいる所存であります。 

 なお、認定に付するにあたり、決算審査の資料として主要施策の成果説

明書及び基金の運用状況調書を同時に提出しております。 

 以上、認定第１号の概要について申し上げましたが、平成３０年度伊是

名村一般会計歳入歳出決算の認定について、地方自治法第９６条第１項第

３号及び同法第２３３条第３項の規定に基づき、議会の認定を求めるもの

であります。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願いいた

します。 

議長（宮城安志） 

 説明が終わりましたので、これから質疑を許します。 

 なお、本件については、決算審査特別委員会を設置し、審査する予定で

ありますので、その点をお含みの上、質疑をお願いいたします。質疑あり

ませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 
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 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳

出決算の認定については、決算審査特別委員会に付託の上、審査したいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、認定第１号・平成３０年度伊是名村一般

会計歳入歳出決算の認定については、決算審査特別委員会に付託の上、審

査することに決定いたしました。 

 続いて、お諮りいたします。認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会

計歳入歳出決算の認定についてを審査するため、議長を除く全員で構成す

る決算審査特別委員会を設置したいと思います。これにご異議ありません

か。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、議長を除く全員で構成する決算審査特別

委員会を設置することに決定いたしました。 

 日程第１１ 

 認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。  

村長（前田政義君）  

 認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、その概要及び提案理由を説明します。  

 平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

については、別添歳入歳出決算総括表のとおりであります。  

 歳入においては、１款国民健康保険税から１４款共同事業交付金ま

での歳入合計は、予算現額２億５ ,７９２万７千円に対し、収入済額２

億７ ,４０５万３千円で、予算現額に対する収納率は１０６ .２５％と

なっています。  

 歳出においては、１款総務費から１５款介護納付金までの予算現額

２億５ ,７９２万７千円に対し、支出済額が２億４ ,９２９万１千円で、
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予算執行率９６ .６５％となっています。  

 当該年度決算における実質収支額は、歳入歳出差引額２ ,４７６万２

千円の黒字となっております。  

 以上、認定第２号の概要について申し上げましたが、平成３０年度

伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自

治法第９６条第１項第３号及び同法第２３３条第３項の規定に基づ

き、議会の議決を求めます。  

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

をいたします。  

議長（宮城安志） 

 これから質疑を許します。 

 なお、本件については決算審査特別委員会に付託の上、審査する予

定でありますので、その点をお含みの上、質疑をお願いいたします。

質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件については、決算審査特別委員会に付託の上、

審査したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本件については、決算審査特別委員会に

付託の上、審査することに決定いたしました。 

 日程第１２  

 認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定についてを議題とします。  

 本件について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。  

村長（前田政義君）  

 認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について、その概要及び提案理由を説明します。  

 平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定については、別添、歳入歳出決算総括表のとおりであります。  
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 歳入においては、１款後期高齢者医療保険料から６款諸収入までの

歳入の合計は予算現額１ ,３４６万８千円に対し、収入済額１ ,３６９

万９千円で、予算現額に対する収納率は１０１ .７２％となっておりま

す。  

 歳出においては、１款総務費から４款予備費までの予算現額１ ,３４

６万８千円に対し、支出済額が１ ,１９０万９千円で予算執行率８８ .

４３％となっています。  

 当該年度決算における実質収支額は、歳入歳出差引額１７９万円の

黒字となっております。以上、認定第３号の概要について申し上げま

したが、平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定について、地方自治法第９６条第１項第３号及び同法第２３３

条第３項の規定に基づき、議会の認定を求めるものであります。  

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

いたします。  

議長（宮城安志） 

 これから質疑を許します。 

 なお、本件については決算審査特別委員会に付託の上、審査する予

定でありますので、その点をお含みの上、質疑をお願いいたします。

質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件については、決算審査特別委員会に付託の上、

審査したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本件については、決算審査特別委員会に

付託の上、審査することに決定いたしました。 

 日程第１３  

 認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 
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村長（前田政義君） 

 認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、その概要及び提案理由を説明します。 

 平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

については、別添歳入歳出決算総括表のとおりであります。 

 歳入においては、１款事業収入から７款村債までの歳入合計は、予

算現額２億２,６６８万６千円に対し、収入済額２億３,１８６万６千

円で、予算現額に対する収納率は１０２.２９％となっています。 

 一方、歳出においては、１款総務費から６款災害復旧費までの予算

現額２億２,６６８万６千円に対し、支出済額が２億２,５８８万６千

円で、予算執行率９９.６５％となっています。 

 当該年度決算における実質収支額は、歳入歳出差引額５９８万円の

黒字となっております。 

 以上、認定第４号の概要について申し上げましたが、平成３０年度

伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自

治法第９６条第１項第３号及び同法第２３３条第３項の規定に基づ

き議会の認定を求めるものであります。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

します。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を許します。 

 なお、本件については決算審査特別委員会に付託の上、審査する予

定でありますので、その点をお含みの上、質疑をお願いいたします。

質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件については、決算審査特別委員会に付託の上、

審査したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本件については、決算審査特別委員会に
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付託の上、審査することに決定いたしました。 

 日程第１４ 

 認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、その概要及び提案理由を説明します。 

 平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定については、歳入歳出決算総括表のとおりであります。 

 歳入においては、１款事業収入から８款村債までの歳入合計は、予

算現額３億１,５９８万４千円に対し、収入済額１億２,２３６万４千

円で、予算現額に対する収納率は３８.７２％となっています。 

 一方、歳出においては、１款総務費から５款予備費までの予算現額

３億１,５９８万４千円に対し、支出済額が１億１,９８９万３千円で、

予算執行率３７.９４％となっています。 

 当該年度決算における実質収支額は、翌年度へ繰り越すべき財源１

６万５千円を差し引いて２３０万６千円の黒字となっております。以

上、認定第５号の概要について申し上げましたが、平成３０年度伊是

名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、地方自

治法第９６条第１項第３号及び同法第２３３条第３項の規定に基づ

き、議会の議決を求めるものであります。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

いたします。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を許します。 

 なお、本件については決算審査特別委員会に付託の上、審査する予

定でありますので、その点をお含みの上、質疑をお願いいたします。

質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 
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 これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件については、決算審査特別委員会に付託の上、

審査したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本件については、決算審査特別委員会に

付託の上、審査することに決定いたしました。 

 日程第１５ 

 認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、その概要及び提案理由を説明します。 

 平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

については、別添歳入歳出決算総括表のとおりであります。 

 歳入においては、１款施設使用収入から３款諸収入までの歳入合計

は、予算現額１,３２４万１千円に対し、収入済額１,３５７万５千円

で、予算現額に対する収納率は１０２.５３％となっています。 

 一方、歳出においては、１款事業費から２款予備費までの予算現額

は１,３２４万１千円に対し、支出済額が８３０万４千円で、執行率

６２.７２％となっています。 

 当該年度決算における実質収支額は、歳入歳出差引額５２７万１千

円の黒字となっております。以上、認定第６号の概要について申し上

げましたが、平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出決

算の認定について、地方自治法第９６条第１項第３号及び同法第２３

３条第３項の規定に基づき、議会の認定を求めます。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

いたします。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を行います。 
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 なお、本件については決算審査特別委員会に付託の上、審査する予

定でありますので、その点をお含みの上、質疑をお願いします。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑がないようですので、質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件については、決算審査特別委員会に付託の上、

審査したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本件については、決算審査特別委員会に

付託の上、審査することに決定いたしました。 

 日程第１６ 

 認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、その概要及び提案理由を説明します。 

 平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出決算の認定

については、別添歳入歳出決算総括表のとおりであります。 

 歳入においては、１款事業収入から７款諸収入までの歳入合計は、

予算現額４億３,５６８万６千円に対し、収入済額４億４,７２７万９

千円で、予算現額に対する収納率は１０２.６６％となっています。 

 一方、歳出においては、１款総務費から６款予備費までの予算現額

４億３,５６８万６千円に対し、支出済額が４億４１６万５千円で、

予算執行率は９２.７７％となっています。 

 当該年度決算における実質収支額は、歳入歳出差引額４,３１１万

４千円の黒字となっております。以上、認定第７号の概要について申

し上げましたが、平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、地方自治法第９６条第１項第３号及び同法第

２３３条第３項の規定に基づき、議会の認定を求めます。 
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 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

します。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を行います。 

 なお、本件については決算審査特別委員会に付託の上、審査する予

定でありますので、その点をお含みの上、質疑をお願いいたします。

質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件については、決算審査特別委員会に付託の上、

審査したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本件については、決算審査特別委員会に

付託の上、審査することに決定いたしました。 

 日程第１７ 

 認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算

の認定について議題とします。 

 本件について提案理由の説明を求めます。村長、前田政義君。 

村長（前田政義君） 

 認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、その概要及び提案理由を説明します。 

 平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いては、別添歳入歳出決算総括表のとおりであります。 

 歳入においては、１款財産収入から５款諸収入までの歳入合計は、

予算現額７７６万円に対し、収入済額８２６万３千円で、予算現額に

対する収納率は１０６.４８％となっています。 

 歳出においては、１款総務費から４款予備費までの予算現額７７６

万円に対し、支出済額が７１３万３千円で、予算執行率９１.９２％

となっています。 

 当該年度決算における実質収支額は、歳入歳出差引額１１３万円の
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黒字となっております。以上、認定第８号の概要について申し上げま

したが、平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、地方自治法第９６条第１項第３号及び同法第２３３条第３

項の規定に基づき、議会の認定を求めます。 

 令和元年９月１７日提出、伊是名村長 前田政義。よろしくお願い

いたします。 

議長（宮城安志） 

 これから質疑を許します。 

 なお、本件については決算審査特別委員会に付託の上、審査する予

定でありますので、その点をお含みの上、質疑をお願いします。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件については、決算審査特別委員会に付託の上、

審査したいと思いますが、これに異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本件については、決算審査特別委員会に

付託の上、審査することに決定いたしました。 

 これより決算審査特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただ

きます。 

 しばらく休憩いたします。 

休憩 午後２時４３分 

再開 午後２時５３分 

議長（宮城安志） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 報告をいたします。休憩中の決算審査特別委員会において、委員長及び

副委員長の互選が行われ、その結果が議長に届いておりますので報告致し

ます。 

 委員長に１０番潮平そのみ議員、副委員長に８番前田清議員が互選され

ました。これで報告を終わります。 
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 お諮りいたします。決算審査特別委員会のため、明日９月１９日及び９

月２０日は休会したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、９月１９日及び９月２０日は休会す

ることに決定いたしました。 

 これで本日の日程は、全部終了いたしました。 

 本日は、これで散会いたします。 

散会（午後２時５４分） 
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議長（宮城安志） 

 これから本日の会議を開きます。         （午前１０時２９分） 

 会議日程に入る前に９月１７日の会議において議員派遣の件で保留とした、

第７回いいな運天港まつりの派遣について、全議員による協議会において自主

参加することで決定しましたので、報告いたします。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりでございます。 

 ただちに本日の議事日程に入ります。 

 日程第１ 

 認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定についてか

ら認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついてまで一括して議題とします。 

 なお、討論、採決は、個別案件ごとに行います。 

 それでは、日程第１．認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出

決算の認定についてから日程第８．認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事

業特別会計歳入歳出決算の認定までについて、決算審査特別委員会委員長の報

告を求めます。 

 決算審査特別委員会委員長、潮平そのみ君。 

決算審査特別委員会委員長（潮平そのみ議員） 

 決算審査特別委員会委員長報告。 

 本特別委員会は、９月１９日の１日間の日程で、審査を行いました。委員長

報告を行いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、あらかじめ配付しました委員会審査報告書を読み上げて報告に代

えさせていただきます。 

 令和元年９月２４日、伊是名村議会議長 宮城安志様。決算審査特別委員会

委員長 潮平そのみ。 

 委員会審査報告書。本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり

決定したので、会議規則第７７条の規定により報告します。 

 なお、事件番号、件名、審査結果の順に報告申し上げます。 

 認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定について、
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認定。 

 認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について、認定。 

 認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について、認定。 

 認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、認定。 

 認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、認定。 

 認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、認定。 

 認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、認定。 

 認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、認定。 

 次に、本決算審査特別委員会における審査の概要を申し上げます。 

 本委員会は、村長から提出されました決算書、実質収支に関する調書、公有

財産調書、主要施策成果説明書、決算付属書類、決算審査意見書等をもとに、

議決された予算がその趣旨と目的にしたがって適正に、そして効率的に執行さ

れたかなど、決算の着眼点を念頭に置きながら、慎重に審査を行いました。 

 以下、決算認定に当たっての質疑概要を申し上げます。 

 認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定について。

１．本決算書において税及び徴収業務において、現年度分又は過年度分につい

て未済額が多々あるが徴収業務においてどのような徴収努力をしてきたか。ま

た、未済額が減っていないように感じるが、今後どのような対策を取るのかお

教え願いたい。 

２．滞納者に対し本村は、顧問弁護士もいるはずだが利用しているのか。 

３．軽自動車税について、所有者が死亡又は不明の場合はどのように対処して

いるのか説明願いたい。 

４．村税等徴収業務について、徴収率が多少ではあるが落ちているそれはなぜ
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か。また村税、固定資産税、軽自動車税等の現年度分が不納欠損処理にされて

いるが、その説明を伺いたい。 

５．村営住宅の未済額について伺いたい。平成３０年度分の家賃について、１

２カ月分滞納している居住者がいるのか伺う。また、そのような方にはどのよ

うな徴収努力をしているのか伺いたい。 

６．沖縄振興特別推進交付金(一括交付金)について、当初配分額から今年度配

分額がどれぐらい増減しているのか。また、時限立法である本交付金の事業完

了まで残り２年あるが、優先順位をつけ事業を実施しているのか伺いたい。 

７.沖縄特定推進事業を調査研究して、本村に誘致できないか伺う。 

８．たばこ税について、人口割で交付されるのか、本数割なのか。 

９．諸収入の中の広報いぜなの購読料とあるが、その中身について説明願いた

い。また、毎月発行日は決まっているのか。毎月発行出来ない場合は、その購

読料は読者に還付するのか。なぜ毎月発行できないのか。その理由と担当職員

に対し、どう対処するのか併せて伺う。 

１０．ゴミ焼却炉の委託完了に伴い直営ですることで、臨時職員に焼却炉管理

に向けた資格取得のため旅費及び交通費を負担したと思うが、その職員は資格

を取得したのか。また、正職員として採用するという事だったが、採用したの

か。そうでなければ、いつ採用する考えなのか伺う。 

１１．財産収入の土地売払金、また災害復旧費の農業用施設災害復旧費につい

て併せて説明を願いたい。 

 認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について、質疑及び討論なし。 

 認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について、質疑及び討論なし。 

 認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、質疑及び討論なし。 

 認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、質疑及び討論なし。 

 認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、質疑及び討論なし。 
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 認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、質疑及び討論なし。 

 認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて。 

１．平成３０年度の奨学金貸与者数をお教え願いたい。 

 以上で、決算審査特別委員会の審査概要を申し上げて、委員長報告といたし

ます。 

議長（宮城安志） 

 これで委員長の報告を終わります。 

 お諮りします。ただいま報告のありました、平成３０年度各会計の決算審査

については、全員で構成する決算審査特別委員会による審査のため、運営基準

に基づき、委員長報告に対する質疑は省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、委員長の報告に対する質疑は省略するこ

とに決定しました。 

 これから日程第１．認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決

算の認定について討論を行います。討論ありませんか。７番、伊禮正徳議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定について、

賛成の立場で討論いたします。 

 前田村政の平成３０年度の施政方針に基づいた、諸施策を評価する決算は、

四期最終年度の決算であります。同時に前田村長におかれましては、年度途中

での任期を向けた年でもありましたが、村民の再負託を受け５期目のスタート

の年ともなりました。 

 平成３０年度の主要施策は農業振興をはじめ、８項目が基本方針として掲げ

られて、一般会計で執行すべきそれぞれの事業項目を見ると、着実に実施され

ていることが確認できました。 

 本決算の内容は歳入総額３０億５,９８５万９,５２８円、歳出総額２７億２,

５７６万４２６円、差引３億３,４０９万９,１０２円、このうち３,８００万
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円が繰越財源となり、実質収支額は２億９,６０９万９千円の黒字決算であり

ます。 

 また、執行率合計が９１.８％と高く、健全な財政運営に努められているこ

とが確認でき、効率的な決算であり、高く評価されます。 

 引き続き、今後とも厳しい財政状況の中、村長を先頭に職員一丸となって、

村発展に最大な効果を発揮されますことを期待するものであります。 

 よって、本員は認定第１号に賛成といたします。議員の皆さん、私の賛成討

論に賛同され賛成されますようお願いいたしまして、賛成討論を終わります。 

議長（宮城安志） 

 他に討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長報告は、認定であります。 

 お諮りいたします。委員長報告のとおり認定することに賛成の方は、起立願

います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳

入歳出決算の認定については、認定することに決定いたしました。 

 日程第２．認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定について、討論を行います。討論ありませんか。２番、宮城義秀

議員。 

２番（宮城義秀議員） 

 認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について、賛成の立場で討論いたします。 

 本決算は、歳入総額２億７,４０５万３,９３４円、歳出総額が２億４,９２

９万１,６５０円、実質収支額が２,４７６万２,２８４円の黒字となっており

ます。 
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 皆様ご承知のとおり、国民健康保険制度は、主として農民や漁民、自営業者

などを対象とする医療保険であり、病気やケガによる医療費などの出費に対し

て、自己負担が軽減され、安心して医療が受けられる素晴らしい制度でありま

す。 

 そして本決算では、平成２９年度の収納率が５６.６％に対し、平成３０年

度では７５.９％と大変大きく改善が見られます。今後もますます健全で安心

できる制度運営に期待して、認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険

特別会計歳入歳出決算の認定について、賛成いたします。 

議長（宮城安志） 

 他に討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長報告は、認定であります。 

 お諮りします。委員長報告のとおり認定することに賛成の方は、起立願いま

す。 

（起立多数） 

 起立多数です。よって、認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定いたしました。 

 日程第３．認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について討論を行います。討論ありませんか。７番、伊禮正徳

議員。 

７番（伊禮正徳議員） 

 認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について、賛成の立場で討論いたします。 

 村では、いよいよ高齢化が進み、３０％台に突入し、いわゆる団塊の世代が

後期高齢者となる時期は避けられるものではなく、高齢者医療費、保険料の引

き上げも予想されます。 
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 引き続き健康増進予防事業等と連携して、健康長寿村を目指し、高齢者一人

一人の医療費を抑えられることが大きく期待されます。 

 本決算の内容は、歳入総額１,３６９万９,２３３円に対し、歳出総額１,１

９０万９,７９５円で、実質収支は１７８万９,４３８円である。 

 なお、本予算は広域連合と密な連携を図り遂行すべきでありますので、特に

不用額には重視し、今後の遂行に期待します。 

 全体的には、例年の執行率で適正に遂行された決算として評価されます。

よって、本員は認定第３号に賛成といたします。委員の皆さん、私の賛成討論

に賛同され賛成されますようお願いいたしまして、賛成討論を終わります。 

議長（宮城安志） 

 他に討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長報告は、認定であります。 

 お諮りいたします。委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は、起立

願います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定いたしまし

た。 

 日程第４．認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について討論を行います。討論はありませんか。３番、仲田正務

議員。 

３番（仲田正務議員） 

 認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算につ

いて、賛成の立場で討論いたします。 

 平成３０年度決算について、歳入総額が２億３,１８６万６,０３２円、歳出
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総額が２億２,５８８万５,６６０円、実質収支で５９８万３７２円の黒字決算

となっております。 

 歳入予算額と歳入調定額においては、９２９万６,１８４円の差があります

が、健全な運営がなされているものです。 

 平成３０年度からは、淡水化施設から良質な水を供給するための水道管布設

替え工事も進んでおります。これからは快適な生活環境が期待できますので、

今後も簡易水道事業の健全な運営を期待するものであります。 

 よって、平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

賛成いたします。 

議長（宮城安志） 

 他に討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長報告は、認定であります。 

 お諮りいたします。委員長報告のとおり認定することに賛成の方は、起立願

います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定いたしました。 

 日程第５．認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算の認定について討論を行います。討論はありませんか。１番、前川

秀和議員。 

１番（前川秀和議員） 

 認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、賛成の立場で討論いたします。 

 本決算は、歳入総額１億２,２３６万４千円、歳出総額１億１,９８９万３千

円で、実質収支額２３０万６千円で黒字となっておりますが、監査意見書によ
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ると、前年度実質収支額２６８万５千円を差し引くと、単年度においては、３

７万９千円の赤字となっております。 

 決算書の歳入、未済額１６６万２千円、歳出、不用額１２３万７千円が気に

なるところではございますが、今後の健全な会計運営を期待し、私は認定第５

号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算に賛成いた

します。 

議長（宮城安志） 

 他に討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長報告は、認定であります。 

 お諮りいたします。委員長報告のとおり認定することに賛成の方は、起立願

います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定しました。 

 日程第６．認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳

出決算の認定について討論を行います。討論ありませんか。９番、東江克伸議

員。 

９番（東江克伸議員） 

 それでは、認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、賛成の立場で討論いたします。 

 本決算は、歳入総額１,３５７万５,９６１円、歳出総額８３０万４,７４８

円、そして実質収支額が５２７万１,２１３円となっております。 

 せっかく繰越がこれだけありますので、どうぞその財源を施設整備などに有

効に使って下さい。 

 また、ターミナル食堂も早めに開店できるよう、ぜひ努力して下さい。 
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 そういうことで、ぜひとも今後施設利用者が喜んで利用できるよう、もっと

もっと頑張って下さい。 

 私は、認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出決

算に賛成いたします。 

議長（宮城安志） 

 他に討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長報告は、認定であります。 

 お諮りします。委員長報告のとおり認定することに賛成の方は、起立願いま

す。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定いたしました。 

 日程第７．認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳

出決算の認定について討論を行います。討論ありませんか。６番、東江源也議

員。 

６番（東江源也議員） 

 認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、賛成の立場で討論いたします。 

 歳入総額４億４,７２７万９,１３１円、歳出総額４億４１６万５,０４０円、

実質収支額４,３１１万４,０９１円の黒字となっております。 

 フェリーいぜな尚円が就航して４年、これからも島民の足として、また船を

利用する皆様の安全で快適な船旅ができますよう、今後も頑張って下さい。 

 そして船長をはじめ、全船員が安全第一をモットーに航海に努められますよ

うお願いいたしまして、私の賛成の討論といたします。 

議長（宮城安志） 
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 他に討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長報告は、認定であります。 

 お諮りします。委員長報告のとおり認定することに賛成の方は、起立願いま

す。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定しました。 

 日程第８．認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決

算の認定について討論を行います。討論はありませんか。８番、前田清議員。 

８番（前田 清議員） 

 認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、討論いたします。 

 この会計は、ご承知のように本村の子どもたちの将来を担う人材育成を図る

資金援助会計といっても過言ではありません。 

 また、この会計制度を大きく活かし、子どもたちに夢と希望を与える大切な

会計でもあります。 

 今後、ますますの健全な会計運営を期待したいと思います。よって、認定第

８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算に賛成いたします。 

議長（宮城安志） 

 他に討論はありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 
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 この決算に対する委員長報告は、認定であります。 

 お諮りいたします。委員長報告のとおり認定することに賛成の方は、起立願

います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特

別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定いたしました。 

 お諮りいたします。本定例会で議決されました事件について、その条項・字

句・数字・その他の整理を要するものについては、会議規則第４５条の規定に

より、その整理を議長に委任されたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。したがって、条項・字句・数字・その他の整理は議長

に委任することに決定いたしました。 

 これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 会議を閉じます。 

 ９月１７日から始まりました、令和元年第３回伊是名村議会定例会は、予定

されておりました議案が議員各位、並びに執行部の協力により、無事終了する

ことができました。ここに感謝申し上げます。 

 これで令和元年第３回伊是名村議会定例会を閉会いたします。 

閉会（午前１１時０５分） 

 地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

      議     長 

 

      会議録署名議員 

 

      会議録署名議員 
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令和元年第３回伊是名村議会定例会 決算審査特別委員会会議録 第１号 

招集年月日 令和元年９月１９日 

招集の場所 伊是名村議会議事堂 

開会・閉会 

委員長宣告 

開議 令和元年９月１９日 １０時３０分 委員長 潮平そのみ 

閉会 令和元年９月１９日 １３時４７分 委員長 潮平そのみ 

 

委員の出席及び欠席 

出席９名     欠席１名 

議席番号 氏   名  出欠別 議席番号 氏   名 出欠別 
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２ 宮 城 義 秀  〃 ９ 東 江 克 伸 〃 

３ 仲 田 正 務  〃 10 潮平そのみ 〃 

５ 東 江 清 和  〃 11 宮 城 安 志 欠 席 

６ 東 江 源 也  〃    

７ 伊 禮 正 徳  〃    

 

職務のため委員会に出席した者の職氏名 

議会事務局長 高 良 和 彦 議会事務局主事 久 高 孝 恵 

伊是名村議会委員会条例第19条の規定により、説明のため委員会に出席した者の職氏名 

職  名 氏  名 職  名 氏  名 

副 村 長 奥 間  守 農林水産課長 諸 見 直 也 

教 育 長 名 嘉  正 農林水産課補佐 髙 良  武 

総 務 課 長 兼 元 清 永 建設環境課長 末 吉 長 吉 

総 務 課 係 前 川 愛 理 建設環境課補佐 東 江 力 志 

会 計 管 理 者 前 田 秀 光 商工観光課長 前 川 栄 進 

企画政策課長 神 田 宗 秀 商工観光課係 東 江 紀 之 

企画政策課補佐 前 川 尚 也 教育振興課長 濱 里  篤 
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住民福祉課長 諸 見 美 奈 子 教育振興課補佐 上 地 史 修 

住民福祉課係長 比 嘉 尚 志   

 

決算審査特別委員会 議事日程（第１号） 

 

１．開 議 午前１０時３０分 

２．付議事件及び順序 

令和元年９月１９日（木） 

日程番号 議案番号 件     名 

１ 
認  定 

第 １ 号 

平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

２ 
認  定 

第 ２ 号 

平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について 

３ 
認  定 

第 ３ 号 

平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について 

４ 
認  定 

第 ４ 号 

平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

５ 
認  定 

第 ５ 号 

平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について 

６ 
認  定 

第 ６ 号 

平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

７ 
認  定 

第 ７ 号 

平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 
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８ 
認  定 

第 ８ 号 

平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 
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委員長（潮平そのみ） 

 決算審査特別委員会の開会にあたり一言ご挨拶申し上げます。 

 ９月１８日の本会議において、決算審査特別委員会が設置され、そ

の後における委員会の会議において、わたくし潮平が委員長に互選さ

れました。大変光栄に存じます。 

 委員長の職を十分に果たせるように委員各位のご協力を得てス

ムーズな委員会運営に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 決算については、委員各位もご承知のとおり「予算が議決した趣旨

と目的にしたがって適正に、そして効率的に執行されたかどうか」、

それによって「どのような行政効果が発揮できたか」、「歳入の確保

の努力が十分であったか」など、決算の着眼点を念頭におきながら慎

重な審議をお願いしたいと思います。 

 なお、委員会の審査期間は本日１日間となっておりますので、より

効率的に委員会運営ができますよう、各位のご理解とご協力をお願い

申し上げ、あいさつといたします。 

 ただいまから決算審査特別委員会を開会します。 

 本日の会議を開きます。 

 本日の審査事項は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 本日は、説明のため副村長、教育長、各課長、会計管理者、補佐、

係の出席を求めました。 

 それでは、審議に入ります。 

 日程第１ 

 認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてを議題とします。 

 本決算については、本会議において内容の説明をしておりますので

省略します。 

 これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を許します。質疑

ありませんか。９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 
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 歳入の１２ページ、軽自動車税の現年度分の収入が６４万１,６０

０円、収入未済額６４万１,６００円、これ何件分なのか。それと調

定額の７２４万２千円、これも何件分なのか。 

 それと２９ページの村営住宅家賃の未済額、備考欄で５１万３,７

２９円という額になっておりますけど、それを確認お願いします。 

委員長（潮平そのみ） 

 休憩します。 

休憩 午前１０時３７分 

再開 午前１０時３８分 

委員長（潮平そのみ） 

 再開します。 

 他にございませんか。８番、前田清委員。 

８番（前田 清委員） 

 本一般会計において、現年度分もしかりですけど、過年度分、未済

額が多々あるんですが、これまで徴収にあたってどういった努力をさ

れてきたのか。 

 それと当初額がなかなか減っていないのが現状で、決算書の中を見

てみましたら毎年毎年増えつつあるのが現状であります。今後の対策

をどのように考えているのか、この辺り聞かせて下さい。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。私たちも村税等々の徴収については、現年度分は９

６％、９７％いっているんですけれども、過年度分が全体を通しての

徴収率が低いというのが要因となっております。 

 一昨年ぐらいから滞納分については、財産の差し押さえもして取り

組んだ結果、今年においては、過年度分の徴収率もかなり上がってき

ております。 

 今後も滞納処分ですか、そういったのを積極的にやりながら、徴収

率の向上に努めてまいりたいと思います。 
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委員長（潮平そのみ） 

 ８番、前田清委員。 

８番（前田 清委員） 

 確かにおっしゃるとおり努力されているということで内容はお聞

きしていますが、やはりそこで滞納の方たちにももちろん理解をして

もらうのは当然の話だと思いますが、例えば、どうしても徴収が見込

めないという方々もいらっしゃると思いますが、そのあたり確か以前

に弁護士等々、司法書士等々の費用の予算も計上したかなという記憶

はしておりますが、そのあたりの手続きもされた経緯もあろうかと思

いますけど、そのあたりの流れはいまどのようになっているのか、お

聞かせ下さい。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。村では、おっしゃるとおり顧問弁護士の方をしてお

りますけれども、税に関しては、いままで弁護士に相談したという経

緯はございません。 

委員長（潮平そのみ） 

 休憩いたします。 

休憩 午前１０時４３分 

再開 午前１０時４８分 

委員長（潮平そのみ） 

 再開いたします。 

 他に質疑ありませんか。６番、東江源也委員。 

６番（東江源也委員） 

 同じく税に関してなんですけど、ご存じのとおり、軽自動車という

のは村が税を管理しているんですけど、これはおそらく払ってない人

もいると思うんですけど、車検が切れて、抹消しなければ税はずっと

発生します。 

 おそらく幽霊車になっているのも多々あると思うんですけど、そう
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いったのを注意しながら、税を減らしていけると思うんですけど、そ

の辺どうですか。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課、前川愛理さん。 

総務課（前川愛理さん） 

 お答えします。軽自動車税に関しては、こちらでも車検切れ等把握

しており、亡くなった方の課税されているのも確認しております。 

 ご家族の方に抹消手続きをしてもらったり、抹消するまでは税金が

発生しているので、その分は納付していただくように徴収もしていま

す。 

委員長（潮平そのみ） 

 ６番、東江源也委員。 

６番（東江源也委員） 

 いろいろ努力しているということがわかりました。今後とも一生懸

命頑張って下さい。 

委員長（潮平そのみ） 

 他に質疑ありませんか。２番、宮城義秀委員。 

２番（宮城義秀委員） 

 私の方からも税のことにつきまして、激励の意味で質問させていた

だきたいなと思います。 

 いま３名の方々からいろいろ税のことにつきましてご質問があっ

て、私も前担当と言いましょうか、大変心苦しいような感じであるん

ですけれども、ぜひこれからの皆さんにも頑張ってほしいということ

で、私の方から質問させていただきたいなと思います。 

 決算書、それから付属資料、監査意見にも不納欠損及び村税の徴収

率が示されております。村の監査委員の資料７ページを見てみますと、

２６年度以降、３０年度まで徴収率がわずかではありますけれども、

年々徴収率が上がっているということを見ますと、やはりこれも職員

が集合徴収や夜間徴収なり、いろいろ努力された結果ではないかとい

うことで大変喜んでいるところでもあります。 
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 ただ、その中で本年度分においてちょっとわからない面があったも

のですから、その点についてお聞かせいただきたいなと思いますけれ

ども、決算書、歳入の１２ページ、村税の事項別明細書があるんです

けれども、この中で村民税、固定資産税、軽自動車、その中で不納欠

損額が落ちているんですけれども、現年度、村民税等についてはわか

りやすいんですけれども、固定資産とか、軽自動車税で現年度分が不

納欠損されているということなんですけれども、原因につきましては、

所在不明になったり、死亡なされたりとか、いろいろな場合があって、

そういうこともあるのかなと思うんですけれども、今回、固定資産税、

それから自動車税、そういった場合に不納欠損、前年度で行われたそ

の経緯とか、説明、詳しいことでも、概略でもいいですから、わかり

ましたら説明の方をお願いいたします。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課、前川愛理さん。 

総務課（前川愛理さん） 

 現年度分の不納欠損についてお答えします。この方は、滞納繰越分

に関しても滞納がある方なんですが、３０年度に病気で倒れられて障

害が残っている方です。 

 もうこれ以上、改善の見込みがないということで、生保受給を開始

しております。それだけでは通常、不納欠損はしないんですが、ただ、

差し押さえはもうできなくなっており、公売等、固定資産は未登記還

付関しての税金が課されている状態だったんですが、この未登記家屋

を公売にかけ処分して、未納徴収分に充てようかという検討はしたん

ですが、家屋の状態により、登記と土地が所有者が別ということと、

家屋がいま台風、災害があるとすぐ壊れるような状態で、公売に出し

ても費用等を鑑みると、こちらに収入が入ってくるかというと難しい

ところがありまして、こちらは地方税法１５条の７により停止し、消

滅することにしました。 

委員長（潮平そのみ） 

 ２番、宮城義秀委員。 
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２番（宮城義秀委員） 

 確かに前川さんからあったように、金額にしても固定資産税８,５

００円と、非常に小さい額で、お家の方が税がかかっていて、土地で

したら永久的に存在するものですから、こういったところがすぐに不

納欠損になるのかなとちょっと勘違いしていた点もありまして、いま

聞くとすぐにも壊れそうな家屋だということを聞きまして少し安心

したんですけれども、また、額も小さく、その費用対効果も検討され

てやられているということを聞きまして、大変頑張っているんだなと

いうふうに思っております。 

 いろんな会計におきましても、やはり村の中で大変重要な財源でご

ざいますので、いま皆さんが努力されて徴収率を上げられていること

は、本当にご苦労しているんだなということを考えるところでありま

す。 

 今後、税の徴収はもっと難しくなるのかなと思ったりもしておりま

すので、先程来、他の委員からも言われているように、専門家等を招

聘して、意見を聞いたり、さらなる税の徴収、そういったことにぜひ

職員の方も頑張っていただけたらなということの激励を込めて、私の

答弁を終わります。 

委員長（潮平そのみ） 

 他に質疑はありませんか。９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 先程は大変失礼いたしました。村営住宅の未済額について、ちょっ

とお伺いしたいと思います。 

 現年度分で８３万１千円、５８カ月分ありますが、その中で３０年

度、一度も徴収されてない世帯ってあるんでしょうか。 

委員長（潮平そのみ） 

 建設環境課長、末吉長吉君。 

建設環境課長（末吉長吉君） 

 ただいまのご質問にお答えします。３０年度の現年分という解釈で

よろしいですか。一度も納付していない方がいらっしゃいます。 
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委員長（潮平そのみ） 

 ９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 何件かはあとで教えてもらうとして、この一度も支払わない世帯は、

皆さん、どういうふうな徴収をしているのか。おそらく低所得者で徴

収できないのか。６世帯分ぐらい年間ありますので、その辺の徴収ど

ういうふうにやっているのか、よろしくお願いいたします。 

委員長（潮平そのみ） 

 建設環境課長、末吉長吉君。 

建設環境課長（末吉長吉君） 

 滞納家賃の徴収業務については、夜間訪問、それと督促状、あるい

は電話での催告を行っております。 

 先程、副村長から答弁がありましたとおり、家賃の滞納を強化しよ

うということで、家賃の滞納分に関する取扱要綱をいま整備しようか

と思って、沖縄県の要綱、あるいは北部１２市町村の滞納の事務処理

について電話等々で聞き取り調査を行いながら、いま要綱の整備に取

り組んでいるところであります。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 ９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 家賃はできるだけ滞納がないように、いま住宅に住んでいる大体の

方は払っていると思いますので、ぜひ、そういう人たちが払ってない

ということを嫌な気持ちにならないように皆さん頑張って、要綱など

も今後変えていくということですので、ぜひ努力をして、過年度分も

５００万円、６００万円近くありますので、これ以上、増えないよう

に努力して、徴収するようによろしくお願いいたします。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 他に質疑ありませんか。８番、前田清委員。 

８番（前田 清委員） 

 一括交付金事業について、参考までにお聞きしたいと思います。確
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か一括交付金の市町村配分３億円だったと記憶しておりますが、いま

現在、２億３,０００万円ぐらいではなかったかなと想定されるわけ

ですが、今後、この一括交付金事業の配分枠がどれぐらいまで減額に

なっていくのか、あるいはまた増額になっていくのか、そのあたりの

詳しい見方、想定も含めてお聞かせ下さい。 

委員長（潮平そのみ） 

 企画政策課長、神田宗秀君。 

企画政策課長（神田宗秀君） 

 委員のご質問にお答えいたします。一括交付金は平成２４年、３０

年度で７年目が終わり、今度８年目であります。２４年から３億円、

２５年２億８,０００万円、２６年２億８,９００万円、２７年が３億

７,６００万円、２８年が２億８,３００万円、２９年が２億４,３０

０万円、３０年度が２億２,４００万円、そして本年度が２億１,４０

０万円、途中、上がった分に関しては、追加要望を活かしてもらった

分なんです。実際、傾向を見ると年々下がってきていると、新聞報道

でも削られているという報道もあります。残り２年です。少しは減る

傾向にあるのではないかと担当課の方では推測しております。 

委員長（潮平そのみ） 

 ８番、前田清委員。 

８番（前田 清委員） 

 時限立法ですから、これからどんどん減額されていくという答弁で

したが、やはり本村は、この事業の中に順位をつけて、何を整備して

いくんだということで計画はされているものと思いますが、残りの２

年の間に、ますますこの交付金は減額されている中で、どの順位で残

りの２年間でもっていくのか。そのあたりと、また、今後これがどれ

だけ整備できるのか。そのあたりちょっと聞かせて下さい。 

委員長（潮平そのみ） 

 企画政策課長、神田宗秀君。 

企画政策課長（神田宗秀君） 

 先日の予算説明でもあったように配分額より多めに予算措置した
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りということで調整はしております。 

 しかし、いまちょうど継続している事業というのが結構あったりと

いうことで、この事業はいいなということで継続しているのが大半で

す。新規での芽出しというのはなかなか難しい状況ではあります。 

 今回、新たに定住促進住宅、これも継続してやるということであり

ますので、なかなかこの配分額での新規で新たにというのは難しいと

ころだとは考えておりますが、その辺はまた特別枠とか、もし、ぜひ

この事業をやりたい話とか、そういったものでの提出を進めていけた

らなということを考えております。 

委員長（潮平そのみ） 

 ８番、前田清委員。 

８番（前田 清委員） 

 せっかくいま答弁の中にもいい回答がありましたが、この若者独身

住宅ですか、課長の方からいまその話が出たんですが、今回、仲田地

区が発注されて、年内には竣工の運びとなることは皆さんご承知と思

いますが、今後、各集落、当然ながらやっていかないといけないかな

ということで思っていますが、村としては、その２年の間にできるの

か、そのあたりも聞かせていただけたらと思います。 

 確実にできるのはどこまでなのか、そのあたり詳しく聞けたらなと

思います。 

委員長（潮平そのみ） 

 企画政策課長、神田宗秀君。 

企画政策課長（神田宗秀君） 

 計画では残り２年なんですが、本年度、仲田区、当初６棟でしたが、

建築費の高騰によって３棟ということで、残り６棟については順次、

仲田、内花、勢理客、伊是名という形の計画をしております。 

 令和３年度までですか。残り２年では、内花、勢理客までの計画を

やっております。その中で継続してこの一括交付金事業が続くのであ

れば、伊是名、また、仲田の３棟という形の計画をできればというふ

うに考えています。その辺はまた主管課である建設課とも調整しなが
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ら進めていければと思います。 

委員長（潮平そのみ） 

 ８番、前田清委員。 

８番（前田 清委員） 

 時限立法ですので、なんとか折衝して竣工に頑張っていただければ

なと、これができると、おそらく村民の若い独身の方たちは一番喜び

を感じるんではないかなと、そのように思ってはいます。 

 そして島でも現状の中で貸家がない、住むところが少ない、そのよ

うな環境の中ですから、住むことができれば一番喜びではないかなと、

また、どんどん島に帰ってきて、ここで住むという環境が増えるんで

はないかなと期待しております。頑張って下さい。 

 実は、話は別ですが、いま同じ内閣府の事業の中で市町村がやる気

があれば、直接配分するという直轄事業があるわけですが、そのあた

りを鑑みして、いろいろな事業を模索することはできないのか、その

あたりどのように考えているのか、あるいは考えてないなら取り組む

べきではないかということで思ってはいるんですけど、そのあたり企

画ではどうなんですか。 

委員長（潮平そのみ） 

 企画政策課長、神田宗秀君。 

企画政策課長（神田宗秀君） 

 委員のおっしゃられている事業は、沖縄特定推進事業、今年３０億

円あるということで、説明会でも聞きました。その辺の制限で、これ

は過去の一括交付金等々あげられてない新しい事業、市町村事業も含

めて、また、民間と協力しての事業、そういうものを考えて下さいと

いうことの説明を受けておりました。 

 また、新規に何をやるかということのものはまだ企画の方で具体的

に計画はしておりませんので、今年が最初なので、そういった事例も

出てくると思います。それも見ながら考えていければと思っておりま

す。 

委員長（潮平そのみ） 
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 ８番、前田清委員。 

８番（前田 清委員） 

 実は、私共、自由民主党党員として会派も本議会で結成をしており

ますが、その中でどこの市町村も財政的な立場で何か事業するときは、

やはり資金的なものが一番悩みの種だと思うわけでありますが、その

関連で私たち内閣府の一括事業、その事業は伊是名村に優遇できない

か、そのあたりは調査研究している最中ではあるんですが、例えば、

この事業で事業主体が市町村自治体の主観的な内容になっておるわ

けでありますが、自治体がやる気を起こし、あるいはぜひ自治体がや

りたいんだという強い試みを打ち出せば、何とか期待はできるものだ

と僕は思っております。 

 この事業は、確かいま答弁の中で当初３０億円でやって、いま５０

億円に格上げされております。その配分はますます期待ができる事業

ではないかなと思っておりますので、ぜひ頑張っていただいて、足並

みを揃えて、村長はじめこの事業に取り組んでいただければなと思っ

ております。 

 また、この補助率も一番いいので１０分の９、すごい補助率もあり

ますので、どうしても計画してやっていかなければならない事業、

ハード、ソフトも含めて一緒に中に取り入れて計画していって頑張っ

てくれたらなというふうに思っておりますので、頑張って下さい。以

上であります。 

委員長（潮平そのみ） 

 他に質疑ありませんか。３番、仲田正務委員。 

３番（仲田正務委員） 

 私の方から１３ページの村税、ちょっと勉強のために伺いたいと思

います。市町村たばこ税、村税として金額が大きいんですけど、この

税は人口配分で金額が決まっているのか。その説明をよろしくお願い

します。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課、前川愛理さん。 
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総務課（前川愛理さん） 

 お答えします。たばこ税の税額なんですが、本数掛けるの税額と

なっておりまして、三級たばこと旧三級以外のたばこというのがあり

まして、うるまとマイルドセブンの税額がちょっと変わっております。 

委員長（潮平そのみ） 

 ３番、仲田正務委員。 

３番（仲田正務委員） 

 わかりました。また、毎年の推移というのは上がっているのか、下

がっているのか、ちょっとお願いします。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課、前川愛理さん。 

総務課（前川愛理さん） 

 お答えします。たばこ税に関しては、税収が年々下がってきており

ます。 

委員長（潮平そのみ） 

 他に質疑ありませんか。６番、東江源也委員。 

６番（東江源也委員） 

 諸収入の中に広報いぜなの購読料３１万円余りとあるんですけど、

これは島外の人が読むために行っているものでよろしいですか、説明

をお願いします。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。これは島外の方に発送する郵送料となっております。

１年に一回、千円の徴収をしております。 

委員長（潮平そのみ） 

 ６番、東江源也委員。 

６番（東江源也委員） 

 発送料ということなんですが、ご存じのとおり広報の発行が遅れて、

２カ月に一回にまとめたり、出なかったり、こういった場合、徴収し
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た発送料というのは、どういうふうにして返還するのか。お断りする

のか。その辺はどう考えますか。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。おっしゃるとおり、本年度に入ってから広報の発行

が定期的に発行できてないということは大変申し訳なく思っており

ます。 

 この発送料については、いまご質疑あったように、まだ私たちの方

ではこれを返還するとか、そういった具体的な取り組みについてはま

だ検討はしておりませんが、今後検討していきたいなと思っておりま

す。 

委員長（潮平そのみ） 

 ６番、東江源也委員。 

６番（東江源也委員） 

 これは年間１２回発送するということで徴収していると思うので、

その辺は購読料を払っている方に誤解されないようにお願いしたい

と思います。 

 それともう１点、この広報の発行日なんですけど、発行日というの

を定期的に決めて発行するということはできないでしょうか。村民か

ら大変苦情が多くありますが、その辺、検討されてますか。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。広報の発行は、以前から毎月５日発行というふうに

は決まっております。ですから、先程来、大変申し訳なく思っている

んですけれども、いま定期的に発行ができてないということを深くお

詫び申し上げます。 

委員長（潮平そのみ） 

 ６番、東江源也委員。 



- 143 - 

６番（東江源也委員） 

 発行できてない理由というのは、担当が職務怠慢であるとしか思え

ません。その辺の責任問題とかを考えて、しっかりと仕事をやっても

らいたいと思います。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 他に質疑ありませんか。９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 歳出の６６ページ、廃棄物処理技能講習研修会４４万３,０８５円

ということで、これはごみ焼却炉の職員の研修会二人分だと思うんで

すけど、確かこの講習会は、前の会社の方が委託して、そのままして

いるのを引き継いで運営しているということでしたけど、現在この二

人、講習会へ行って資格取ってきているのかということをお伺いした

いと思います。 

委員長（潮平そのみ） 

 建設環境課長、末吉長吉君。 

建設環境課長（末吉長吉君） 

 お答えします。お二方、免許取得しております。 

委員長（潮平そのみ） 

 ９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 二人が免許取得しているということは、前回までは施設の管理は前

の委託業者だったということですが、新年度からかわかりませんけど、

その人の名義でやるのか。その辺よろしくお願いいたします。 

委員長（潮平そのみ） 

 建設環境課長、末吉長吉君。 

建設環境課長（末吉長吉君） 

 ただいまの質問にお答えします。年明け次年度から臨時職員の制度

内容が大きく変わってきます。ですから、村全体の臨時職員としての

取り扱いが大きく変わっていきますので、それを個人に委託できるも

のなのか。あるいは会社としての委託ができるのか。それを年度内に
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整理して方向性を決めたいと思っています。 

委員長（潮平そのみ） 

 ９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 ３０年度、１２月の定例会のときにごみ焼却炉の話が出ましたけど、

当時その時、村から研修会に派遣して資格を取ったら職員に採用する

ような話を休憩のときに話したのか、議事録には載ってないんですけ

ど、議員の方にもそういう話がありましたよねと聞いたら、みんなそ

ういう話だったよというふうな皆さん話でしたけど、そういう方向で

もっていくのか。職員として採用してやっていくような話を聞いたん

ですけど、そういうふうにもっていくのか。村長、お願いします。 

委員長（潮平そのみ） 

 副村長、奥間守君。 

副村長（奥間 守君） 

 ただいまの件にお答えいたします。これまで焼却炉の委託事業、あ

る業者の方に委託していましたけれども、そちらの都合でできないと

いうことでありましたので、村としても職員を研修に行かせて、資格

を取らせて村の直営でやる方法で進めていこうということで、実際、

現場で働いていた二人を研修に行かせて資格も取得しております。 

 それも村としては採用前提でありましたけど、話を進めていくうち

に最終処分場の資格も必要になってきたということがありまして、そ

の資格も取らせて来年４月に向けて採用していこうというふうに村

は考えております。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 休憩します。 

休憩 午前１１時２５分 

再開 午前１１時２６分 

委員長（潮平そのみ） 

 再開します。 

 ９番、東江克伸委員。 
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９番（東江克伸委員） 

 いまのことを再度お伺いします。最終処分場の資格を受けさせると。

その旅費も村が持つと、資格も取ったら採用するような方向にもって

いくということで村長いいんですか。 

委員長（潮平そのみ） 

 副村長、奥間守君。 

副村長（奥間 守君） 

 当初から本人たちにも資格を取ってきたら村としては採用すると

いう話で研修も行ってもらっています。 

 前回は旅費と研修費、どちらかだったかはっきり覚えてはないんで

すが、本人負担もありますので、全額村が負担どうのこうのではなく

て、とにかく資格を取ってきて、村が直営でしますので、そのときは

採用するという方向であります。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 ９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 ごみ焼却施設、最終処分場、村でなければどうしようもないわけで

す。若い二人がやりたいということであれば、全面バックアップして、

また、その後は採用して、ごみ処分場を島外にもって行くわけにはい

きませんので、ぜひそういう方向で検討していただきたいと思います。

以上で質問を終わります。 

委員長（潮平そのみ） 

 他に質疑ありませんか。７番、伊禮正徳委員。 

７番（伊禮正徳委員） 

 今回の決算書を全体的に見ますと、歳入も支出もそれぞれ努められ

て黒字という決算の報告を受けております。大変お疲れさまでした。

高く評価したいと思います。私は、今回のこの決算書の中で、特に費

目存置になっているところ１件だけ確認させていただきたいと思い

ます。 

 それでは２６ページの歳入、不動産売却収入なんですが、収入は金
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額問わず歳入が例えば歳出にも反映されるということはご承知だと

思います。 

 そこで当初、費目存置だったその金額はどこの歳入でしょうか、ま

ず確認したいと思います。 

委員長（潮平そのみ） 

 休憩します。 

休憩 午前１１時３０分 

再開 午前１１時３１分 

委員長（潮平そのみ） 

 再開します。 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 ３年前、個人の方に村有地の方を売却したんですけれども、それを

ずっと委託してなくて、払い下げした方が農地の方を小作してなくて、

農業委員会の方からも指摘を受けたものですから、本人に小作の意思

があるかどうかの確認をしまして、小作の方はしないということでし

たので、そこで払い下げした料金を。 

委員長（潮平そのみ） 

 休憩します。 

休憩 午前１１時３３分 

再開 午前１１時３６分 

委員長（潮平そのみ） 

 再開します。 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。これは内花の村有地を売却した収入でございます。 

委員長（潮平そのみ） 

 ７番、伊禮正徳委員。 

７番（伊禮正徳委員） 

 財産管理台帳等々あるはずですけれども、そんなに難しかったんで



- 147 - 

しょうか。これは農地だとたぶん思って、村有地の予算関係だと思っ

たんですけど、いま宅地ということだと思われます。それは別にそれ

でいいと思います。 

 実は、こういう形で村有地の払い下げ、いま総務課の方に財産管理

の方がいますけれども、農地がいまあるかどうか、そのあたりの業務

が執行されているかどうか、このあたりを確認しようと思っていたと

ころであります。 

 つまり村有地売却そのまま継続されてやっているかどうか。まだま

だ農地の方には村有地がたくさん残っているわけです。それが進めら

れているかどうか、毎回こういう形で費目存置になっているのか、い

ま現状はどうなっているのか。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。申請が上がりましたら売却の手続きは進めておりま

す。最近、ここ数年、なかなか農地を購入する方はおりませんので、

毎回、費目存置の方でやっております。 

委員長（潮平そのみ） 

 ７番、伊禮正徳委員。 

７番（伊禮正徳委員） 

 農地売却の方針は以前から出されていて、その都度、全部売却して

いくという方針だと思うんですが、まだまだ残っているということは、

申請が個人から上がってくればではなくて、こちらからお願いして処

分する方法をしなければ、いつまでもそのままというと、その小作料

は取られているんですか。 

委員長（潮平そのみ） 

 総務課長、兼元清永君。 

総務課長（兼元清永君） 

 お答えします。契約されている賃貸人については、ちゃんと小作料

の方は徴収しております。 
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委員長（潮平そのみ） 

 ７番、伊禮正徳委員。 

７番（伊禮正徳委員） 

 いま申し上げたとおり、できましたら売却の方向で用地を担当課で

財産管理と同時に進めていっていただきたく、歳入がその分、少しで

も1円でも増えていく、そういうことが望ましいんではなかろうかと

思いまして、確認しました。以上、収入の分は終わります。 

 歳出にあと１点だけお願いしたいと思います。９９ページ、ここも

費目存置の予算項目、災害復旧費なんですが、まずここにも目の方で

何点かあるんですけれども、各災害、特に今回農漁業災害の方で大き

な額があります。 

 これは先の平成30年の集中豪雨あたりの災害かなと予想されます

けど、その中で確認させていただきます。この事業は何カ所ぐらい災

害だったのか、そこを確認させて下さい。 

委員長（潮平そのみ） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 お答えします。おっしゃるとおり、昨年６月の豪雨によって被災し

た箇所でございます。災害の工事箇所については、千原の方が１カ所、

それから崎原ダムの方が１カ所となっております。その他にも何件か

簡易的な崩落というのは数件はございます。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 ７番、伊禮正徳委員。 

７番（伊禮正徳委員） 

 災害事業は発生してから即手続きをされるということで、殆ど普段

はそんなにない事業だと考えられますが、そこにもまた不用額が出て

いるということは、これは致し方ないものだと思います。 

 というのは、入札残があったりして、単費に含まれていたものがそ

のまま増額になっていることは、災害の場合は仕方ないと思っており

ます。 
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 ただし、今回の災害、先の一般質問にも出したんですけれども、さ

らにこの災害がこうして何年ぶりかに予算がいまパッと見たら、そん

な感じがします。何年ぶりかの災害事業だと思うんですけれども、先

の議会、僕らがまだ議員にならない前の議員の方々、この集中豪雨の

災害対策を早めにしてほしいということで、各字、勢理客、伊是名の

対策の質問があったことを覚えているかと思います。その対策は、災

害時には該当されない事業だったんでしょうか。その後、災害が出た

ら事業を見つけるということで話は議事録にはあったと思うんです

けれども、つまり伊是名の浸水対策、排水の末端の関係、勢理客の浸

水の箇所、今後も集中豪雨があった場合は、そういった現状になるか

もしれません。その対策は、災害でこういったことをこれにのっけた

のかどうか、その辺りはのっけられなかったものなのか、ちょっと確

認したいと思います。 

委員長（潮平そのみ） 

 農林水産課長、諸見直也君。 

農林水産課長（諸見直也君） 

 お答えします。農林の方で、主に農地に対しての災害があった場合

は対処しておりますけれども、いま言った浸水に関する件ですか、特

に沈砂池とかは被災はしておりません。そういった施設の改修に関し

て、災害が適用されているのがありまして、それでいま適用しており

ます。 

 その他については、いまおっしゃられた浸水に関しての災害という

のは、おそらくうちの方では適用はないかと思います。あとはまたそ

ういった排水路の拡張とか、そういった災害に対処していくことにな

るのかなと思っております。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 ７番、伊禮正徳委員。 

７番（伊禮正徳委員） 

 わかりました。そういうことでありますので、災害カ所がもし出た

ら、すぐにこれは災害に該当しないとか、そういったことではなくて、
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まずは災害に該当されるのか、されないのか、その辺りの打診はすべ

きではないかなと思っておりますので、今後そういった対策、何カ所

か大きいところ、小さいところもありますので、まずは順位はあると

思うんですけれども、まずは全体をみて、災害対応、対策にあげてい

ただきたいと思います。以上、要望いたします。 

委員長（潮平そのみ） 

 休憩します。 

休憩 午前１１時４５分 

再開 午後 １時２７分 

委員長（潮平そのみ） 

 再開します。 

 休憩前に続き質疑を求めます。質疑ございませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第１号・平成３０年度伊是名村一般会計歳入歳出決算

の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本決算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立を願いま

す。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第１号・平成３０年度伊是名村一

般会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定しました。 

 日程第２ 

 認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。 

 本決算については、本会議において内容の説明をしておりますので、

省略します。 
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 これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を許します。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第２号・平成３０年度伊是名村国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本決算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立をお願い

します。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第２号・平成３０年度伊是名村国

民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに

決定しました。 

 日程第３ 

 認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定についてを議題とします。 

 本決算については、本会議において内容の説明をしておりますので、

省略します。 

 これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を許します。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第３号・平成３０年度伊是名村後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算の認定についてを採決します。 
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 この採決は、起立によって行います。 

 本決算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立をお願い

します。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第３号・平成３０年度伊是名村後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、認定すること

に決定しました。 

 日程第４ 

 認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。 

 本決算については、本会議において内容の説明をしておりますので、

省略します。 

 これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を許します。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第４号・平成３０年度伊是名村簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本決算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第４号・平成３０年度伊是名村簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに

決定しました。 

 日程第５ 

 認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてを議題とします。 
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 本決算については、本会議において内容の説明をしておりますので、

省略します。 

 これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を許します。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第５号・平成３０年度伊是名村農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本決算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第５号・平成３０年度伊是名村農

業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定するこ

とに決定しました。 

 日程第６ 

 認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。 

 本決算については、本会議において内容の説明をしておりますので、

省略します。 

 これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を許します。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第６号・平成３０年度伊是名村港湾整備事業特別会計
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歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本決算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立を願いま

す。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第６号・平成３０年度伊是名村港

湾整備事業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに

決定しました。 

 日程第７ 

 認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてを議題とします。 

 本決算については、本会議において内容の説明をしておりますので、

省略します。 

 これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を許します。質疑

ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第７号・平成３０年度伊是名村船舶運航事業特別会計

歳入歳出決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本決算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第７号・平成３０年度伊是名村船

舶運航事業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに

決定しました。 

 日程第８ 

 認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出決算
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の認定についてを議題とします。 

 本決算については、本会議において内容の説明をしておりますので、

省略します。 

 これから質疑を行います。歳入歳出一括して質疑を許します。質疑

ありませんか。９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 昨年の奨学資金、何名の方にお貸ししたんでしょうか。 

委員長（潮平そのみ） 

 教育振興課長、濱里篤君。 

教育振興課長（濱里 篤君） 

 それでは、克伸委員のご質疑にお答えいたします。昨年は、４月当

初は９名です。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 ９番、東江克伸委員。 

９番（東江克伸委員） 

 ちなみに、今年４月から給付型の奨学金があるかと思うんですけれ

ども、給付した方いらっしゃるんですか。それもお願いします。 

委員長（潮平そのみ） 

 教育振興課長、濱里篤君。 

教育振興課長（濱里 篤君） 

 それでは、お答えいたします。給付型運用委員会を開きまして大学

生１人、給付型決定しております。以上です。 

委員長（潮平そのみ） 

 他に質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という者あり） 

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」という者あり） 

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから認定第８号・平成３０年度伊是名村育英事業特別会計歳入
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歳出決算の認定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本決算は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（起立多数） 

 起立多数です。したがって、認定第８号・平成３０年度伊是名村育

英事業特別会計歳入歳出決算の認定については、認定することに決定

しました。 

 以上で、本委員会に付託された認定第１号から認定第８号までの事

件の審査は、全部終了いたしました。 

 お諮りします。本日決定しました認定第１号から認定第８号までに

ついての委員長報告については、委員長に一任いただきたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

 異議なしと認めます。よって、委員長報告は委員長に一任されまし

た。 

 これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 皆様のご協力により、本日の決算審査特別委員会の日程がスムーズ

に進行できました。心から厚く御礼申し上げます。 

 これにて決算審査特別委員会を閉会します。 

閉会（午後１時４７分） 

 


